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１．はじめに

わが国の経済地理学において地場産業は重要
な研究テーマの１つである。この研究を牽引し
た板倉勝高、井出策夫、竹内淳彦の３名は、1969
年と1972年に当時インスブルック大学地理学研
究所助手だったペーター・モイスブルガー

（Peter Meusburger）の案内でオーストリアの
フォラールベルク州ルステナウ（Lustenau） 1）の
刺繍織・レース工業の実態調査を行ない 2）、こ
れをルステナウの地場産業であると理解してま

ず井出（1970）が、ついで竹内（1974）が、そ
して板倉（1975、1978、1981）がその調査結果
を公表した。しかし、それらを読み比べると、
微妙な、しかし看過できない違いがあることに
気がつく 3）。その詳細については後述する。

他方、スイス経済史研究の専門家である黒澤
隆文（2002）が、東スイスの産業革命を論じる
文脈でフォラールベルクにおける「刺繍業」 4）の
起源やその後の展開について典拠を丁寧に提示
して詳しく論じている。彼が扱った時代は限定
されているのでやむを得ないことではあるが、
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フォラールベルクの「刺繍業」が東スイスのザ
ンクトガレン（St. Gallen）商人の支配下に置か
れていたことを、 主としてスイスの文献

（Wartmann 1875）に依拠して強調している 5）。そ
うすると、ルステナウが刺繍織・レースの地場
産業産地であるという板倉たちの主張とどう整
合するのか、という問題が浮かび上がる。

そこで本稿は、「繊維のくに（Textilland）」と
自称していたフォラールベルクにおける刺繍織・
レース工業 6）の誕生と発展について、主として
フォラールベルクの識者や関係機関が公表した
文献とこの地域の産業化初期に関するオースト
リア人経済史家による研究とに依拠して、1930
年代までに焦点を当てて論ずることを目的とす
る。

このように本稿の課題を限定するのは、もと
もと筆者の研究目的が現在のフォラールベルク
経済の実態を解明することにあったことと関係
している。筆者は2015年以来オーストリアの
フォラールベルク州という地域の経済を調査研
究してきた。それはこの地域が大都市圏から遠
く離れ、域内に大都市がない農村的地域である
にも拘わらず経済活力旺盛であることを同国の
経済統計から知ったからであり、その秘密を明
らかにしたいと考えたからである。その研究成
果は山本（2024）という形で公表したが、刺繍
織・レース工業については論及できないでいた。
だが、現在のフォラールベルクにおけるこの工
業の状況を理解するためには、その歴史をでき
るだけ正確に把握することが必要である。そう
することによってこの地域の全体像把握がより
一層可能になる。これが本稿執筆の動機である。

そこで本稿では、まず前述した地場産業研究
の先達３名及び黒澤による研究を紹介し、疑問
点を提示する。ついで、フォラールベルク在住

の研究者やこの工業に直接関わる人物あるいは
機関などによる記録に基づいてこの地域での刺
繍織・レース工業の起源について、明らかなこ
ととそうでないこととを識別する。その上で、
フォラールベルクでの刺繍織・レース工業の機
械化とその1930年代までの展開過程を描く。

実はドイツ語文献の間にも年次の確定など、
事実認識に違いが認められる。そこで本稿では、
そうした違いの中でどれが信頼に値するかを判
断するために、各文献での記載が何に依拠して
いるのかという点にも論及する。本稿は、史料
に基づく本格的な産業史研究ではなく、産業史
を論じた研究文献や後世の記録をレビューする
ことによって、日本では余り知られていないフォ
ラールベルクの刺繍織・レース工業を理解する
ための、言うなれば予備的作業として可能な限
り正確な事実を掘り起こそうとするものである。
筆者がもともと意図していたフォラールベルク
における刺繍織・レース工業の現状に関する解
明は、20世紀後半のそれも含めて、本稿に続い
て公表を予定している別稿に委ねる。

２．�産業化時代前期までにおけるフォラールベ
ルクの刺繍織・レース工業

2．1．日本人による先行研究
井出（1970: 27）は、フォラールベルクに刺繍

生産が伝わったのは18世紀末であるが、「工業と
して成立をみたのは19世紀になってハンドマシ
ンがスイスから導入されてからのことと云われ
る」と述べ、その根拠として F.G. Winsauer によ
る100 Jahre Vorarlberger Stickereiindustrie を挙
げている。しかし井出（1970: 34）に記されたそ
の書誌情報は不完全である。そして、ルステナ
ウでの機械による刺繍織・レース工業の開始時



－3－

オーストリアのフォラールベルクにおける刺繍織・レース工業の発展

期について1890年頃からであると述べているが
（井出 1970: 31）、その根拠を明示していない。竹
内（1974: 69）はフォラールベルクに「Stickerei

工業が入るのは18世紀であるが、それが工業と
して成立をみるのは19世紀に H

マ マ

andstickmachine

がスイスから導入されて以来である」、と井出よ
りも大まかに述べているが、その根拠を明示し
ていない。板倉（1975: 18、1981: 101）は18世
紀中葉にザンクトガレンからフォラールベルク
に刺繍が導入されたと述べているが、やはりそ
の根拠を明示していない。３名によるフォラー
ルベルクでの刺繍織・レース工業発展史に関す
る主たる情報源はモイスブルガーによる教示と
推定されるが、その際の聴き取りメモの違いが
上のような齟齬の原因ではないかと思われる。

以上の３名に対して、フォラールベルクにお
ける綿工業や刺繍織・レース工業を論じた黒澤

（2002: 93-113、327-344）は、「遅くとも1763年
までには、ザンクト・ガレン商人によって刺繍
業が導入された」と、ウィーン大学での博士論
文（Hagen 1947）や Fitz （1985）に依拠してそ
の107頁で断言している。また、「1773年には、
フ

マ マ

ォルアルベルクから東スイスにかけての地域
ですでに約6000人が刺繍業に従事していた」し、

「フ
マ マ

ォルアルベルクを含むボーデン湖周辺地域の
刺繍業就業者は３万人から４万人に達した」こ
と、刺繍の生産と流通を掌握していたのはザン
クトガレン商人であり、「地元商人の活動はフェ
ルガーとしての従属的なものに限られたが、生
産自体は、東スイスよりもむしろライン河右岸
のフォルアルベルク、ボーデン湖岸で盛んであっ
た」と黒澤（2002：110-111）は述べている。そ
の上で、「フ

マ マ

ォルアルベルクは、ザンクト・ガレ
ンとアッペンツェルの綿工業、とりわけ刺繍業
の成立と共に、これらといわば一つの生産地域

を形成するに至った」とするヘルマン・ヴァル
トマン（Hermann Wartmann） 7）の考えを紹介し
ている（黒澤 2002: 111）。

フォラールベルクの刺繍業について詳しく述
べた「東スイスとフ

マ マ

ォルアルベルクの刺繍業」
と題する節（黒澤 2002: 327-334）では、19世
紀においてザンクトガレンでは超高級品であ
る平繡刺繍品（Plattstichstickerei）が、フォ
ラールベルクではこれよりも品質においてや
や劣りはするが高級品である鎖編 8）刺繍品

（Kettenstichstickerei）がザンクトガレン商人の
主導によって生産されるという分業関係があっ
たこと、そしてザンクトガレン商人とフォラー
ルベルクで刺繍生産に携わる人たちとを仲介し
たのはフェルガーと呼ばれた前貸請負人である
と黒澤 （2002: 328） は述べている。フォラールベ
ルクで自ら事業経営リスクを負う企業家が出現
したのは20世紀になってからとする Nägele 

（1949: 196） の所説も紹介されている （黒澤 

2002: 329）。さらに、刺繍機械が開発されて量産
での刺繍織が推進されるようになった19世紀末
においてもなおザンクトガレンの輸出商人が刺
繍生産の統括者となり、「刺繍工場主は単なる下
請と化した 」（ 黒澤 2002: 333） と Wartmann 

（1875）などに依拠して述べている。
以上のような黒澤によるフォラールベルクに

おける「刺繍業」の実態についての解釈は示唆
に富む。しかし、東スイスとフォラールベルク
の「刺繍業」の工場制への移行が1890年代以降
に進んだが、「第一次大戦以降は再び問屋制に基
づく家内工業的な生産への逆転が起こ」り、「流
行に左右されやすく、また奢侈品的性格で恐慌
の影響を受けやすい刺繍業では、固定資本を低
く保つことのできる家内工業的生産組織が、柔
軟な生産体制として有利さを維持した」との黒
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澤（2002: 341-342）による概括は、後述するフォ
ラールベルクの刺繍織・レース工業に関する現
地での記録に照らすならば疑問なしとしない。
フォラールベルクでは機械を用いての工場制に
基づく刺繍織・レース工業が遅くとも1880年代
に出現したし、これは黒澤の言う問屋制的な家
内工業的生産組織を最初から伴いつつも、東ス
イスの商人たちの支配から脱する動きもあった
からである。これらの点については次節以下で
フォラールベルクでの記録に基づいて詳述する。

さらに黒澤は「都市への集中と工場制生産に
反感を持つ東スイスやフ

マ マ

ォルアルベルクの人々
が、分散的な生産が可能な産業部門を意識的に
選択していった」（S.343）と述べ、「東スイスと
フ

マ マ

ォルアルベルクの綿工業の発展過程は、「工場
制化」という意味での直線的な工業化の過程で
はなかった。紡績業などとは対照的に、この地
域の農村家内工業の繁栄は、もっぱら安価で質
のよい労働力の大量投入に立脚しており、いわ
ば工業的発展の後衛部門としての性格を有して
いた。しかしながら、これらの農村家内工業部
門こそが、早くから工場制工業に転じた紡績業
に対する需要を支え、また19世紀全般にわたっ
て膨大な雇用を創出し続けて、地域経済を支え
た」（S.344）との総括的特徴づけは、チューリ
ヒでの綿紡績工業の発展との対比という意味で
は首肯できるとしても、刺繍織・レース工業を
含むフォラールベルクの繊維工業の性格描写と
いう意味では問題なしとしない。その理由は、
フォラールベルクでも綿紡績・綿織物の比較的
規模の大きな製造工場が既に19世紀半ば頃に出
現 し て い た か ら で あ る 9）（Feurstein 2009: 

99-137）。刺繍織・レース工業が農村家内工業に
支えられていたことは事実であるが、後述する
ように工場制での生産も1880年代から進展した

からである。ただしその工場が相対的に小規模
であり続けたことは事実である。なお、上の引
用文で言う「地域経済」とはフォラールベルク
のことではなく、東スイスを中心としてその中
にフォラールベルクも含むかなり広大な地理的
範囲を黒澤が指していたことは文脈から明らか
である。

2．2．�フォラールベルクの産業化時代とはいつ
のことか？

フォラールベルクの刺繍織・レース工業の由
来や発展、そして近年の状況に関しては、地元
の識者による研究が豊富に積み重ねられてきた。
その全貌を明らかにすることは筆者の能力不足
の故にできないが、それでも2022年と2023年に
フォラールベルクで行なった現地調査の際に州
立図書館でも関連文書を検索閲覧し、直感に基
づいて重要と看做したいくつかの文献に基づい
て、まず産業化時代のうち1880年代までの発展
について述べる。

筆者はドイツの産業化時代についていくつか
のドイツ語文献などに基づいて19世紀初めから
20世紀初めまでの期間であると記したことがあ
るが（山本 2025: 13-15）、この時代認識は現在
のオーストリア領域についても概ねあてはまる。
その理由は、オーストリアあるいはその最西端
のフォラールベルクの産業化はドイツに比べて
若干遅れたとはいえ、大きな差はないからであ
る。フォラールベルクの近現代史を論じた正史
ともいえる Pichler （2015: 30）によれば、既に
1872年にボーデン湖岸でバイエルンとの国境に
近いローハウ（Lochau）からフォラールベルク
の都市として最南端に位置するブルーデンツ

（Bludenz）までの約60 km を走る鉄道が開通し、
同年にスイスやバイエルンの鉄道ネットワーク
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と結合した。1884年にはインスブルックと結ぶ
アルルベルク鉄道も開通した（Pichler 2015: 32、
なおフォラールベルク内の地名については図１
及び図２を参照されたい）。こうした交通インフ
ラが整備されたのは、それへの大きな需要が既
に存在していたからである。フォラールベルク
文書館に所蔵されている史料に基づいてその産
業化の状況を克明に明らかにした Weitensfelder 

（2001: 102-107） 10）によれば、機械を用いた綿紡
績工場は既に1820年代から、機械式綿織物工場
は1830年代からフォラールベルクの各地で設立
されていたし、その中には19世紀の産業化を推
進する上で主導的役割を果たしたフェルトキル
ヒの商家出身であるカール・ガナール（Carl 

Ganahl） 11）や、現在でも有力企業としての地位
を維持して発展しているゲッツナー繊維（株）
の創業者クリスティアン・ゲッツナー（Christian 

Getzner） 12）など、地元企業家も少なからずいた
のである。フォラールベルクでの繊維生産は、
黒澤（2002）によって印象づけられる可能性が
ある東スイスの企業家の直接投資だけによる工
業化というわけでは必ずしもない。

2．3．�産業化時代前期までの実態を明らかにし
ている研究の同定

前項の叙述から、フォラールベルクの産業化
時代前期とは1880年代頃までの時代を意味する
ことが了解されよう。この時期のフォラールベ
ルクにおける刺繍織工業に関する地元識者など
による文献として重要なのは、Nägele （1947）、
Nägele （1949）、Winsauer （1965）、Winsauer 

（1968）、Winsauer （1978）、Heinzle （2018）など
である。また、前述した Weitensfelder （2001）
と、これの元になった Weitensfelder （1999）も
重要である。この後者は州政府の委託によって

執筆されたことが明記されている。
以上の著者のうちハンス・ネーゲレ （Hans 

Nägele）はゲッツィス （Götzis） で1884年に誕生
し、1973年に亡くなったジャーナリストであり

（Land Vorarlberg 2005: 280）、既述のようにフォ
ラールベルクを「繊維のくに」と称する書籍を
執筆した人物で博士の学位を持つ。井出（1970）
で言及されたフランツ・ヴィンザウア（Franz 

Winsauer）は1923年から1957年までの34年間に
わたってドルンビルンにある国立刺繍織専門学
校（staatliche Stickereifachschule）（後の連邦立
繊維学校 Bundestextilschule） 13）校長を務めた人
物であり、その職に就く前にはブレーゲンツ職
業学校の教師を務めていた（Winsauer 1965: 

71）。その教師生活約40年間にわたってフォラー
ルベルクの刺繍織内職者及び刺繍織・レース工
業の発展のための指導的役割を果たしたがゆえ
に（Winsauer 1965: 7）、それらについて熟知し
ていた人物である。オリヴァー・ハインツレ

（Oliver Heinzle）はルステナウ歴史文書館館員
でこの町の歴史に関する研究者である。2023年
５月に筆者は直接彼と面談し、種々の教示を受
けた。

上記の諸個人が執筆した著作だけでなく、先
に言及したフォラールベルク商業会議所（現在
のフォラールベルク経済会議所）設立100周年を
記念して編纂された分厚くかつ大型の書籍

（Kammer der gewerblichen Wirtschaft für 

Vorarlberg 1952）や、ルステナウの刺繍織・レー
ス工業100周年記念誌（Verband der Vorarlberger 

Stickereiindustrie 1968）も重要な資料である。
2024年に開館した刺繍織・レース産業博物館

（S-MAK）や地元団体の各ホームページ 14）から
入手できる情報もある。

上記以外にも、フォラールベルク経済文書館
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（Wirtschaftsarchiv Vorarlberg）に勤務する経済史
研究者クリスティアン・フォイルシュタイン

（Cristian Feurstein）が近現代の同州の経済史に
関する包括的な研究書（Feurstein 2009）を著わ
しているし、先に言及した政治経済文化に関す
る 総 合 的 な 正 史 と も 言 え る Pichler （2015: 

35-39）、そしてインスブルック大学、ウィーン
大学、ウィーン経済大学（旧名ウィーン国際貿
易大学）などでの学位論文も貴重な文献であり、
その一つに Linder （1956）がある。井出（1970）
がフォラールベルクにおける刺繍織・レース工
業の分布図を描くために用いた資料は、Linder 

（1956: 27, 28, 31-34）に掲載されているデータで
あり、鎖編刺繍織の生産は1952年当時の、そし
て機械刺繍織の生産は1946年当時のものである。

以上の筆者が直接閲覧した文献のうち、
Nägele（ネーゲレ）や Winsauer（ヴィンザウア）
の著作は記述の根拠とした資史料を注記で明記
しているわけではないが、それぞれの本文中で、
オーストリア・ハンガリー帝国時代の地方統治
の仕組みでいくつかのゲマインデを束ねる領域
単位で設けられた裁判所区（Gerichtsbezirk）の
長官によるインスブルックに駐在するオースト
リア皇帝代官への報告書、同時代の地元教会の
記録や新聞、刺繍織・レース製造工場主の団体
や、その下請として機械を所有して家族総動員
での家内工業を営んでいた小営業者の団体など
に蓄積された記録文書をもとにして歴史を復元
していると判断できる。前述した Weitensfelder 

（2001）が刊行されるまでのフォラールベルクの
繊維工業について1950年代以降に著わされた文
献の多くは、管見の限りで Nägele （1949）に基
づいてフォラールベルクの繊維工業発達史を概
観しているが、Nägele （1947）はその要約版と
でも言うべき著作であり、巻末に参考文献が列

挙されている 15）。Heinzle （2018）には既存研究
文献に依拠した記述もあるが、ルステナウ歴史
文書館に所蔵されている史料に依拠した分析は
信頼できる。

そこで以下、上の諸文献に基づいてフォラー
ルベルクの刺繍織・レース工業の産業化時代前
期までの歴史を描く。ただし、信頼できる文献
相互の間にも年次確定や場所の特定などにおい
て齟齬があるので、いずれが正しいのか、筆者
なりの批判的考察を行なう。

2．4．�18世紀前半期のフォラールベルクの経済
と刺繍織工業の導入年

ドイツ語圏経済史での常識に属することであ
るが、南西ドイツは中世の時代から麻の栽培と
農村工業としての麻織物の生産が盛んだった。
そしてボーデン湖沿岸の都市コンスタンツ

（Konstanz）、あるいはこの湖に近い位置にある
ラーヴェンスブルク（Ravensburg）やザンクト
ガレンは麻織物商取引中心地として発達してい
た。ボーデン湖南東岸に浮かぶ小島の小都市リ
ンダウ（Lindau）は、南ドイツ各地とイタリア
北部とを結ぶ通商路で陸上輸送と湖上輸送の貨
物積み替え地点として栄えた。しかしフォラー
ルベルクは貧しい農山村が点在していた地域で
あり、材木、干し草、亜麻、大麻が生産されて
おり、穀物の生産はわずかだった。ただし比較
的大きな農場では果物、肉、牛乳、バター、ラー
ド、チーズも生産されていた。（Weitensfelder 

1999: 5）。
フォラールベルクでの生産物が変化し始めた

のは18世紀半ば頃からであって、スイスから木
綿加工の仕事が入り始めた。スイスのザンクト
ガレンに木綿を用いる生産を導入したのはフラ
ンスから移住してきたユグノー教徒であり、
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1721年のことだった。アッペンツェルでの木綿
製品の生産は1730年に始まった。ドイツのアル
ゴイ （Allgäu） やフォラールベルクに木綿製品の
生産を持ち込んだのは東スイスの商人であり、
18世紀半ば頃のことだった（Weitensfelder 1999: 

5）。
Nägele（1947: 23）によれば、刺繍織の仕事が

フォラールベルクに導入される以前に、既にこ
の地域の農家は手作業による綿の糸紡ぎ

（Spinnen）を内職で行なっていた。Winsauer 

（1965: 11）も、綿紡績・綿織物の生産が機械化
されると、それまで手作業での糸紡ぎや織物を
内職生産してきた農家はその仕事を失ったが、
新たな手作業での副業として刺繍織という仕事
が導入され、農家はこの仕事に携わるようになっ
たと述べている。

そのフォラールベルクに刺繍織工業を導入し
たのは、ザンクトガレンの商家ゴンツェンバハ

（Haus Gontzenbach）で1953年の200年前という
表現で1753年のことだった、と Kammer der 

gewerblichen Wirtschaft für Vorarlberg （1952: 

184） は断定している。しかし、その根拠は
明示されていない。この文献の同じページ
に、当時は完全な手作業での生産であり、
Veredlungsverkehr （加工貿易） としてフォラール
ベルクにその仕事が導入されたと記されている。

Feurstein （2009: 177）も、1930年代に刊行さ
れた郷土史に掲載された論文（Fink 1931）を典
拠としてザンクトガレンの商家ゴンツェンバハ
がブレーゲンツァーヴァルト（Bregenzerwald）
で鎖編刺繍（Kettenstich-Stickereien）を仕立て
させたと断定している。

こうした1753年導入説の発端は、黒澤（2002）
が た び た び 参 照 指 示 し て い る Wartmann 

（1875） 16） であると考えられる。Weitensfelder 

（1999: 6）は、Wartmann （1875, Bd.1: 100）を典
拠として、フォラールベルクでモスリン刺繍織

（Mousselinestickerei）生産が開始されたのは
1753年でありブレーゲンツァーヴァルトにおいて
であったと述べるとともに、フォラールベルク州
立文書館 （Vorarlberger Landesarchiv） 所蔵史料
のリンゲナウ年代記 （Chronik von Lingenau） を
典拠として、1763年頃にスイス出身の刺繍織職
人がブレーゲンツァーヴァルトのシュヴァル
ツェンベルク（Schwarzenberg）村の少女らに刺
繍織を伝授したと述べている。さらにFitz （1985: 

217） に基づいて、1768年頃にクルムバハ
（Krumbach）で刺繍織の仕事が普及するように
なったと Weitensfelder （1999: 6）は述べている。
クルムバハはブレーゲンツァーヴァルトの中で
は比較的標高の低い北部に位置する村である。
他方、シュヴァルツェンベルクはこれよりも南
のブレーゲンツァーヴァルト中部に位置する村
である。

ところで、Winsauer （1965: 44）には、スイス
からフォラールベルクへの刺繍織の導入年に関
するヴァルトマンによる解釈の文章が、そのま
ま引用されている。その最初の文章は次のよう
に和訳できる。

「1753年にゴンツ ェ ンバハ家がロイテ
（Reuthe）のカウア神父（Pater Kauer）の仲介
を得て、刺繍のための東インド製モスリンを
フォラールベルクに送った。その直後にザンク
トガレンでもゴンツェンバハ家のために刺繍が
なされた。そもそもザンクトガレンにずっと以
前に刺繍を導入したと一般にみなされているの
は、当然のことだが確実である。」（Winsauer 

1965: 44）

ただし、ヴィンザウアが引用したヴァルトマ
ンの文章を読むと、ヴァルトマン自身がゴンツェ
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ンバハ家によるフォラールベルクへの刺繍織生
産導入を史料で確認したわけではない。またロ
イテとはブレーゲンツァーヴァルト中部にある
村であるが、その辺りの住民が刺繍を生産でき
るようになるためにはそれを誰かから、それも
女性から教わらなければならないはずであり、
教えるとすれば修道女であるとヴァルトマンは
考えたものと思われる。というのは、上記の引
用文に続けてヴァルトマンは、ロイテの近隣に
女子修道院が存在していないし、存在したこと
もないと記しているからである（Winsauer 1965: 

44）。
ヴィンザウアによる引用文の限りでヴァルト

マンが確信をもって書いたことは、彼が活躍し
ていた時代にまで続いているザンクトガレンと
フォラールベルクとの間の結びつきは最初から
存在していたことであり、ザンクトガレンの刺
繍織は急速にその販路を拡大し、短期間のうち
にザンクトガレンとその近隣地域でも、フォラー
ルベルクと、ここからまもなくその仕事が伝わっ
たドイツのシュヴァーベンでも、数多くの人々
に仕事を与え、どこでも豊かな稼ぎをもたらし
た、ということである（Winsauer 1965: 44）。

以上のようなヴァルトマンの記述が正確か否
か、ヴィンザウアは長年にわたって種々調べた
が、確実なことを見出したわけではなかったと
記している（Winsauer 1965: 45）。そもそもロイ
テのカウア神父がどこの修道院にいた人物なの
かはっきりしないし、ゴンツェンバハ家はザン
クトガレンではなく、そこから約15 km 北西に
位置するハウプトヴィル（Hauptwil）に住んで
いた富裕な商人であろうとヴィンザウアは推測
している。それはドイツの著名な詩人ヘルダー
リン（Hölderlin）がハウプトヴィルのゴンツェ
ンバハ家で子弟の家庭教師を務めていた1801年

に、この商人のことを記録しているからである。
それによれば、ゴンツェンバハはマルセイユ、
リヨン、イタリア北部、ポルトガル、ペルーな
どとの商取引を営んでいたので、これがヴァル
トマンの記録した商人の子孫であると考えられ
るが、はっきりしない、と Winsauer （1965: 45）
は記している。ちなみに、ハウプトヴィルはザ
ンクトガレン州ではなくその北に隣接する
トゥールガウ州（Canton Thurgau）に位置する。
スイスの刺繍織製造はザンクトガレン州だけで
なくトゥールガウ州とアッペンツェル・イン
ナーローデン（Appenzell Innerrhoden）とアウ
サーローデン（Ausserrhoden）でも盛んだっ
た 17）。

そして、刺繍織は簡単な仕事ではなく、誰か
から教わらなくてはできないということを、そ
してそれをブレーゲンツァーヴァルトの農家婦
人あるいは少女に教えるために1763年に最初の
スイス人女性がブレーゲンツァーヴァルトの小
村シ ュ ヴ ァ ルツ ェ ンベルクに来たことを
Winsauer （1965: 45）は記している。その根拠と
なる史料は、1818年の助任神父ヘルブルガーに
よるリンゲナウ年代記（Lingenauer Chronik des 

Kaplans J.B. Herburger） である、 と Winsauer 

（1965: 45）は記している。リンゲナウとはブレー
ゲンツァーヴァルト北部の村であり、前述のク
ルムバハから道路距離で約７ km 南に位置する。

Linder （1956: 12）もヴァルトマンの記述を引
用して、フォラールベルクに刺繍織の仕事が導
入されたのは1753年だったと述べている。しか
し、ヴィンザウアが引用したヴァルトマンの文
章よりもはるかに短く最初の数行だけでしかな
く、かつ１ヵ所微妙な違いがある。それはゴン
ツェンバハ家とフォラールベルクの内職従事者
とを仲介した神父の居住地である。ヴィンザウ



－9－

オーストリアのフォラールベルクにおける刺繍織・レース工業の発展

アが Reuthe と引用したのに対してリンダーは
Reute と書いたのである。Reuthe がフォラール
ベルクのブレーゲンツァーヴァルトの小村であ
るのに対して、Reute はスイスのアッペンツェ
ル・アウサーローデンの村である。これはフォ
ラールベルクと近い位置にあり、この村の住民
とフォラールベルクの住民との間に交流があっ
た可能性はある。しかしスイス歴史レキシコン 18）

によれば Reute は宗教改革を受けてカトリック
ではなくエヴァンゲーリシュ（evangelisch 即ち
プロテスタント）の村になっていたので、18世
紀にカトリックの神父が住んでいたとは考えら
れない。それゆえ、ヴァルトマンが言及したカ
ウア神父が住んでいたのは Reuthe とするのが正
しいであろう。

ちなみに Nägele （1947: 23）によれば、フォ
ラールベルクにザンクトガレンの商人たちが刺
繍織の仕事を持ち込んだのは18世紀半ばであり、
間もなく数千人がその内職に従事するように
なったとのことである。フェルガー（Fergger）
がそのための材料と糸とをザンクトガレンに取
りに行き、フォラールベルクの女性内職者の家
にそれを持ち運び、完成した製品に対して賃織
り代金を支払ったこと、農家婦人や少女が中心
となって生産していた刺繍商品はネッカチーフ、
テーブルクロス、前垂れなどだった。冬になれ
ば農作業ができなくなるので男性もその仕事を
行なったし、彼らはそれ以前に糸紡ぎの内職を
していた。1790年時点で東スイスとフォラール
ベルクを合計して約３万人から４万人が手作業
での鎖編刺繍織内職に従事していた。ネーゲレ
はフォラールベルクと書いただけであり、その
一部であるブレーゲンツァーヴァルトやその
村々の名称に言及していない。また彼は記述の
根拠を明示していないが、他の文献での記述と

矛盾したことが書かれているわけではない。
以上から、フォラールベルクに刺繍織という

仕事が伝わったのは東スイスからであることは
確実であるが、ザンクトガレン市あるいはザン
クトガレン州からと断定できるわけではないし、
その正確な年次がはっきりしているわけでもな
い。しかし18世紀半ば頃のことであると言える。
そして、1760年代から刺繍織の仕事がブレーゲ
ンツァーヴァルトの農家女性の内職として営ま
れるようになったことも確実である。刺繍織の
仕事が最初に持ち込まれた場所は、東スイスと
の位置関係からすればブレーゲンツァーヴァル
トよりもラインタール即ちアルペンライン川に
近い村々と考えるのが妥当であろう。そのなか
でザンクトガレン市やゴンツェンバハ家が住ん
でいたと考えられるトゥールガウにより近いの
はボーデン湖に近いラインタール北部であるが、
ザンクトガレン州の中でのアルペンライン川沿
岸部の平地やアッペンツェルとの位置関係から
すればラインタール中部の村にその仕事が早く
に導入されたと考えることもできる。次節で述
べるように、フォラールベルクの刺繍織工業は
ザンクトガレン州だけでなくアッペンツェルの
商人あるいは製造業者とも関係していたからで
ある。東スイスの４つのカントンの中ではザン
クトガレンの経済力が高く、商業中心地がその
州都であることは明白であり、それゆえザンク
トガレンの商人たちが他のカントンの商人より
も多くの仕事をフォラールベルクの内職者に持
ち込んだと考えられる。

2．5．�東スイス・フォラールベルク間の刺繍織
加工貿易を仲介したフェルガー

前述したように、黒澤（2002）はザンクトガ
レンの商人とフォラールベルクの農家とを仲介
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した人物たちの総称としてフェルガーについて
言及していた。他方、板倉（1975）は20世紀半
ば頃に存在していた職業としてのフェルガーマ
イスター 19）について述べている。フェルガーに
ついて Weitensfelder （1999: 82-83）は、フォラー
ルベルク州文書館（Landesarchiv Vorarlberg）に
所蔵されているこの地域の統治に関わった役所
である郡庁 （Kreisamt） と邦裁判所（Landgericht）
の19世紀前半期における記録を典拠として詳述
している。それによれば、フェルガーとは東ス
イスの商人あるいは刺繍織製造業者（ファブリ
カント Fabrikant） 20）から布地と刺繍のための糸
とを受け取り、これをフォラールベルクの農家
に届けて女性に刺繍をさせ、賃織り代金を支
払って完成した製品を受け取り、これを東スイ
スの商人あるいはファブリカントに送り届ける
役割を果たした人々のことを意味する。但し、
フェルガーは自分自身の勘定即ち責任において
ではなく、ファブリカントの使い走り（Bothe）
として活動したに過ぎないとヴァイテンスフェ
ルダーは述べている。

他方、Winsauer （1965: 45） は、ブレーゲン
ツァーヴァルトのクルムバハで1825年から1837
年まで主任司祭を務めたブレンドゥレ （Brändle） 

が書き残した年代記に依拠して、刺繍織に関し
て東スイスとフォラールベルクとを結びつけた
最初のフェルガーはブレーゲンツに住んでいた
人物だが、クルムバハ在住者が、直接ザンクト
ガレンやアッペンツェルの商家と取引する方が
有利であることに気づくと自らフェルガーの仕
事をするようになり、そうした人物がクルムバ
ハだけで18名いた、と述べている。

ところで、Weitensfelder （1999: 82）には、前
述の史料に依拠したフェルガーのスイス国境越
えに関する記述がある。以下、その内容を紹介

する。スイスとオーストリアとの国境にある税
関のひとつでボーデン湖に近いヘーヒスト

（Höchst）を通るフェルガーはドルンビルンより
も北に位置するラインタールの村々 21）やブレー
ゲンツァーヴァルト北部の村々 22）の住人であり、
賃織りに従事させる農家はフォルデラーヴァル
ト（vorderer Wald 即ちブレーゲンツァーヴァル
ト北部）に位置する村々の農家が通例だった。
そのフェルガーの人数は約100名にのぼった。

ルステナウ近くのラインドルフ（Rheindorf）
にある税関を通るフェルガーはブレーゲン
ツァーヴァルト北部の村々 23）の住人で、約30名
にのぼった。ルステナウの税関を通るフェルガー
は、ルステナウ、ホーエネムス、そしてヒンテ
ラーヴァルト（hinterer Wald 即ちブレーゲン
ツァーヴァルト南部）の村々 24）の住人で約80名
にのぼった。

つまり19世紀前半期のフェルガーは東スイス
の商人やファブリカントと連絡を取りやすい地
理的位置にあるラインタール中部以北の村々か
ブレーゲンツァーヴァルトの村々の住人であり、
彼らが仲介した手作業での刺繍織を行なう農家
婦人や少女は彼ら自身が住んでいた村か近隣の
村の居住者だった。

フェルガーがどの程度の頻度で東スイスとブ
レーゲンツァーヴァルトを往復移動したかにつ
いても Weitensfelder （1999: 81-82）は述べてい
る。それはさまざまで、毎週１回であれば多い
方であり、２カ月に１回という者もいた。また
１回の往復移動で運ぶ刺繍織の材料を50～60束
分とするフェルガーもいれば、10～15束分とい
う者もいた。すべてのフェルガーが刺繍織を携
えて各税関に現れるのは、月曜日朝と決まって
いた。税関での検査に時間を要したので、場合
によれば税関を通るのが当日の夕方になる者も
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いた。税関を通過したフェルガーが完成した刺
繍織を引き渡す相手はフォルダーアッペンツェ
ル（vorder Appenzell 即ちボーデン湖とライン
タールの両方を望むことのできるアッペンツェ
ルの北部低山部分）の事業主であって、故郷の
村々の農家婦人たちに支払う賃織り代金とフェ
ルガー自身への手数料を受け取るのは火曜日の
夕方か水曜日の朝であり、新たな刺繍織材料も
携えてフォラールベルクの故郷の村に帰るのは
水曜日か木曜日になった。その一方でアッペン
ツェルの刺繍織業者は水曜日にザンクトガレン
の刺繍織市場に製品を持ち込んだ。こうした
フェルガーの行動に関する記録は1820年代のも
のである。フェルガーの移動リズムはオースト
リアの関税政策の変更によって変わらざるを得
なくなることもあった。また、ホーエネムスに
住むフェルガーの中には、ルステナウの南に隣
接するメーダー（Mäder）村にある税関を通る
者もいた。さらに、刺繍織に従事する農家婦人
はラインタールやブレーゲンツァーヴァルトに
限られたわけでなく、ドイツのバイエルンを経
由するかまたは険しいアルプス山頂を経由しな
ければブレーゲンツァーヴァルトに到達できな
いクラインヴァルザータール（Kleinwalsertal）
にもいた（Weitensfelder 1999: 81-82）。

多くのフェルガーは小規模で単なる運送人で
しかなかったが、1830年代になると大規模にそ
の仕事を行なうとともに自身の工場を所有して
刺繍織以外の繊維工業を営む者もいた。
Weitensfelder （1999: 83）が提示した当時の大規
模フェルガー６名の中には（表１）、シュナイ
ダー（Schneider）、フーセネガー（Fußenegger）、
ローゼンタール（Rosenthal）の３名がフェル
ガーであると同時にファブリカントでもあった
し、この６名が1839年においても活動しており、

しかも差配する農家婦人の人数が1834人に増え
たとヴァイテンスフェルダーは述べている。そ
のことは刺繍織に従事する農家婦人の人数が増
えたか、またはフェルガー間の競争の進展の故
に小規模フェルガーが淘汰されたか、またはそ
の両方のプロセスが19世紀前半期に進んだこと
を意味する。

６名の大規模フェルガーのうち、エンダーを
除く５名はドルンビルン邦裁判所（Landgericht 

Dornbirn）管区内に居住していた。エンダーが
住むメーダーはフェルトキルヒ邦裁判所管区内
の村であるがルステナウに近い位置にある。ま
た、こうした大規模フェルガーといえども、差
配する農家婦人の人数は、綿織物工業分野で活
動していた中継ぎ業者（ フ ェ アレ ー ガ ー 

Verleger）が差配する内職従事者数に比べれば
少なかった。ただし、1820～30年代の記録によ
れば、刺繍織従事者は決して婦人に限られてい
たわけではなく、男性もいた。農家での刺繍織
内職は繊維工場よりも国家経済にとって重要で
あるという認識を示した郡長（Kreishauptmann　
現在の Landehauptmann 即ち州首相に相当する
職務）もいた。年間50万グルデンに相当する収
入をもたらす年もあったし、１万５千人を超え
るほどに刺繍織内職従事者がいたからである。
以上のように Weitensfelder （1999: 83）は述べて
いる。

1830年代には、それまでの粗織刺繍即ち鎖編
刺繍（Grob- oder Kettenstich-Stickerei）から精
密織刺繍即ちプラットシュティッヒ刺繍（Fein- 

bzw. Plattstich-Stickerei）へと刺繍織製品の高級
化が進んだ。これを推進したのはザンクトガレ
ンの商人たちだったが、フォラールベルクのヘー
ヒストでフェルガーとして活動していたカール・
ヤーコプ・シュナイダー（Karl Jakob Schneider　



－12－

経　済　学　研　究　　第92巻　第１号

表１の最初の人物）もこの高級品化に積極的に
関わり、しかもティロール（Tirol）のレヒター
ル（Lechtal）の農家にまでその下請内職者を拡
大した。この人物はフォラールベルク内での内
職者も含めて約800人を差配するようになり、年
間の合計で４万グルデンの賃加工代金を払うほ
どだった。（Weitensfelder 1999: 83）

フェルガーは徴税対象となる商工業（Gewerbe）
従事者ではなく、その対象とならない請負自由
業者だったが、フォラールベルクに駐在してい
たオーストリア帝国の徴税官は1846年にフェル

ガーを商工業従事者とみなし、営業税を徴収し
ようとした。これに対してフェルガーは抵抗し
たが、結果的に徴税の対象となった。それゆえ
に19世紀半ば頃にフェルガーとして働く人数に
関する統計資料が残ることになった。これを整
理した Weitensfelder （1999: 85）は、フェルトキ
ルヒ地区庁管轄域内でのフェルガーの地理的分
布を明らかにしている（表２、図１）。

言うまでもなく、フォラールベルクには他に
ブレーゲンツ地区庁とブルーデンツ地区庁が
あったはずであり、この表に示されているフェ
ルガーの人数がすべてではない。しかし、1820
～1830年代に比べればその人数は減少したと推
定できるし、フェルガーの中には独立自営業者
もいれば、その下請としてのフェルガーもおり、
二極分解する傾向にあったと推定できる。

Winsauer （1965: 8）によればフェルガーとい
う職業は刺繍織の分野だけに限定されていたわ
けではない。そもそも、綿紡績や綿織物が機械
を用いる工場制工業として生産される以前の

表１　�フォラールベルクで活動していた大規模
フェルガー　1835年

氏　名 居住地
差配している
刺繍織従事農
家婦人の人数

Schneider, Jakob Höchst 326
Fitz, Xaver Lustenau 213
Fußenegger, David Dornbirn 203
Hofer, Johann Lustenau 193
Ender, Gebhard Mäder 137
Rosenthal, Urban Hohenems 62

合　計 1,134
出所：�Weitensfelder （1999: 83）、原資料はフォラールベル

ク文書館所蔵の Kreisamt 記録文書。
注：�ルステナウに住んでいたヨハン・ホーファーは、1860

年代に刺繍織機械を導入したホーファー兄弟の一人ヨ
ハンではない。他方、フーセネガーは商人であるとと
もにファブリカントでもあり、1860年代に邦議会議員
も務めたことのある人物である（https://vorarlberg.at/
web/landtag/-/fussenegger-david-alt-gemeindevorsteher　
2025年７月６日閲覧）。1832年に綿布の生産と精製加
工のための工場を立ち上げ、1835年にはフォラールベ
ルクで３番目に従業員数が多い企業を経営した

（https://www.davidfussenegger.com/de/unternehmen/
geschichte/　2025年７月６日閲覧）。刺繍織のための
仕上げ工程も担当し、現在でもドルンビルン市南端の
ヴァレンマート（Wallenmahd）に立地してアフリカン
レースの生産に関わっていることを、工場外壁に掲げ
られていた非常に大きな幕絵によって筆者自身2023年
５月に確認した。次のウェブサイトも参照　https://
firmen.wko.at/fussenegger-textil-veredelung-gmbh-
textildrucker-textilveredler/vorarlberg/?firmaid=00eab68
4-c5f5-4416-8a5b-1114244cfe5d　2025年７月６日閲覧。

表２　�フェルトキルヒ地区庁管轄内でのフェル
ガーの地理的分布　1852年

ゲマインデ名 フェルガー
の人数

下請フェルガー
の人数 合計

Altach 5 3 8
Dornbirn 3 0 3
Gaißau 2 0 2
Götzis 4 0 4
Höchst 7 2 9
Koblach 2 2 4
Lustenau 11 1 12
Rankweil 2 4 6
Röthis 2 0 2

合計 38 12 50
出所：�Weitensfelder （1999: 85）、原資料はフォラールベル

ク州立文書館所蔵のフェルトキルヒ地区庁文書。
注：�当時のフェルトキルヒ地区の管轄範囲は現在のフェル

トキルヒ県の管轄範囲と異なる。
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図１　ラインタール各地でのフェルガーの主要居住地（19世紀半ば頃）
筆者原図　大きな文字のイタリック体で記した地名がフェルガーの主要居住地。それ以外の場所は
本文で言及した地名。 各境界については Amt der Vorarlberger Landesregierung Abteilung Vlla - 
Raumplanung und Baurecht （Hrsg.） Strukturdaten Vorarlberg 1994, S.9の図をもとにトレース。
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1773年に、フォラールベルクの企業家がザンク
トガレンの商人から木綿を入手し、これを内職
者に渡して紡がせて綿糸にし、その綿糸をザン
クトガレンの商人に引き渡すという仕事がなさ
れるようになっていたとのことである。その企
業家もフェルガーと呼ばれていた。1781年には
綿糸から綿織物を生産する農家の内職仕事も
フォラールベルクでなされるようになった。農
家はフェルガーから綿糸を受け取り、これを織
物にしてフェルガーに渡して加工賃を得たので
ある。1960年代当時のフォラールベルク最大の
繊維企業ヘンメルレ（F.M. Hämmerle）の創業者
フランツ・マルティーン・ヘンメルレ（Franz 

Martin Hämmerle）も1830年代にはフェルガー
だった。当時、人口約７千人のドルンビルンに
約600名のフェルガーがいたと Winsauer （1965: 

8）は述べている。
Winsauer （1965）は、フェルガーの仕事を行

なった人物の具体名を挙げてその具体的な活動
を幾つかの頁で記述している。例えば、綿紡績・
織物のためではなく、刺繍織のためのフェルガー
の先駆者の一人は、アルタハ（Altach）村出身
のオットー・エンダー博士（Dr. Otto Ender）の
父親であるとのことである（Winsauer 1965: 13）。
オットー・エンダーとはフォラールベルク州の
首相を1918年から1930年まで務めた後に直ちに
オーストリア首相となり、1931年から1934年ま
で再度州首相となった人物である。その母方の
曽祖父や父方の祖父は村長を務めた人物なので、
エンダーは村レベルでの政治エリートの家系に
属すると Land Vorarlberg （2005: 224-225）で紹
介されている。表１にある Gebhard Ender とは
オットー・エンダーの縁戚と思われる。

ついでながら、1923年にヴィンザウアがドル
ンビルンの刺繍織専門学校の校長に就いたのは

オットー・エンダーの引きによるものだったと
Winsauer （1965: 13）自身が述べている。つまり、
ヴィンザウアはエンダー家のことを聞き知って
いたと推定されるし、村レベルでの政治的エリー
トの家系にある人物が就く職業の１つとして
フェルガーがあったということになる。表１に
あるフーセネガーもドルンビルンの名望家で
あったことは確かである。

Winsauer （1965: 15-16）はフェルガーとして
活動したことのあるレーオポルト・ビショフ

（Leopold Bischof）についても言及している。こ
の人物は1870年にグローセスヴァルザータール

（Großes Walsertal）の最奥地にあり現在はブレー
ゲンツ ァ ー ヴ ァ ルトに属するダミ ュ ルス

（Damüls）村で生まれ、刺繍織をしていた母親
を助けてダミュルスとブレーゲンツァーヴァル
トのアウ（Au）村とを往復移動してその資材と
製品を運んだ。彼は24歳の時にベーツァウ

（Bezau）村でフェルガーとして活動し、ザンク
トガレンの商人とブレーゲンツァーヴァルトの
農家婦人とを仲介した。1905年には自身の才覚
でオーストリア・ハンガリー市場に刺繍織を販
売するようになり、その後にアメリカ市場を開
拓した。さらに1929年に彼はアウ村で刺繍織専
門学校を開設し、99名の女子に Ausschnieden

（剪定）の訓練を施した。彼は1950年に亡くな
り、後継者の息子２人も1950年代に相次いで亡
くなったので、その事業はなくなった。

ヴィンザウアによる具体的記述から、フェル
ガーの中には企業家精神にあふれる者がいたし、
村の中で名望家に属する者がいたと分かる。彼
らは東スイスの商人やファブリカントから刺繍
織のための資材を受け取る際には、何をどれだ
け受け取り、それらがどれだけの価格になるの
かを記録できたはずである。その記録に基づい
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て農家婦人に刺繍織の材料を渡す際には、各農
家に何をどれだけ渡したかということも記録し
たはずである。つまり、文字を書く能力と数字
を扱う能力とを兼ね備えていたと考えられる。
そして Weitensfelder （1999: 81-82）から分かる
ように、農家婦人から完成した商品を受け取る
際には賃織り代金をオーストリアの貨幣で支
払ったが、それに相当するスイスフランを東ス
イスの輸出商人やファブリカントから事前に受
け取っていたのではなく、賃織りされた商品を
引き渡す際にそれを得たのである。こうしたや
り取りを行なうことができる能力は単に識字能
力や数字を扱う能力だけでなく、ある程度の資
金を自分自身でまえもって用意できるだけの資
産があったということを意味する。しかも、賃
織りされた刺繍織物の検品能力も持っていたは
ずである。その意味でラインタールやブレーゲ
ンツァーヴァルトの村々のほとんどにいたフェ
ルガーは、各村の中では教育水準が相対的に高
く、企業家精神を持ち合わせていたと判断でき
る。それゆえ、フェルガーはいつまでもフェル
ガーであり続けるのではなく、フランツ・マル
ティーン・ヘンメルレやダヴィド・フーセネ
ガーのようにそこから脱却して真の意味での繊
維商品の生産と販売を行なう企業を設立する人
物が現れたのは不思議なことではないし、フォ
ラールベルクという地域の経済発展がそのよう
な企業家の出現に拠っていたことを認識できる。

ルステナウ刺繍織100年史の小冊子でも、フェ
ルガーとして活動していた者18名の名前を挙げ、
そのうちの何人かは後にホーファー兄弟と同様
に自身の輸出企業を設立したと述べている

（Verband der Vorarlberger Stickereiindustrie 

1968: 6） 25）。また、そこに挙げられたフェルガー
の中にはゴットフリート（Gottfried）とルーペ

ルト（Rupert）というホーファー（Hofer）兄弟
も含まれている。この２人を、あるいは特にルー
ペルトを Heinzle （2008: 44, 55, 57, 63, 68, 74）
は、ルステナウ歴史文書館に保存されている史
料に基づいてたびたび言及している。これの63
頁目でその２人の兄弟がフェルガーでありファ
ブリカントでもあったと記している。実はルー
ペルト・ホーファーは現在のルステナウにおけ
る刺繍織・レース製造企業として最大の Hofer 

Hecht Stickereien の創業者である。この企業の
ホームページには同社の歴史に関するウェブサ
イト 26）があり、これによるとルーペルト・ホー
ファーは、後述するフォラールベルクの機械刺
繍織のパイオニアであるヨーゼフ（Josef）とヨ
ハン（Johann）のホーファー兄弟の弟であり、
フェルガーとしての事業を起こすことを1880年
に許可され、東スイスの輸出業者による賃織り
注文をフォラールベルクに仲介した。また彼は
ヘヒト（Hecht　カワカマスという意味）とい
う飲食店を経営するとともに農業にも従事した。
Heinzle （2008: 55）はルステナウ歴史文書館に保
存されているこの町の家族名簿（Familienbuch）
に基づいて、ルーペルトがマルクス・ズィティ
クス・ケーニヒ（Markus Sittikus König）という
ヘヒト亭主人（Hechtwirt）としてガストハウス

（Gasthaus）即ち飲食店を経営するとともに農
業にも従事していた人物の娘と結婚し、岳父
の事業に参画したと述べている。ケーニヒは
1879年に記録されたルステナウにおける刺繍
織 機 械 の 所有者名簿に４台の手動刺繍機

（Handstickmaschinen）を所有していたことも
Heinzle （2008: 55）は記している。

上の事実からも、フェルガーとして活動でき
た人物は、村の中での農業だけでなく飲食店も
経営できる中産階級に属していたことが分かる。
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なお、ドイツ語圏でガストハウスとは飲食店で
あると同時に旅館でもあるのが一般的であり、
その建物の中に経営者家族の居室もある。それ
故通常の居宅用家屋に比べて規模が大きい。ル
ステナウで1879年に手動刺繍織機械を３台以上
所有していた人物を、ルステナウ歴史文書館に
保存されている「 刺繍織機械所有者名簿

（Verzeichnisse der Stcikmaschinenbesitzer）」と
「家族名簿（Familienbuch）」とに基づいて調査
した Heinzle （2018: 40-52）によれば、この町の
相対的に規模の大きなファブリカントは往々に
して飲食店経営者であり、また相互に縁戚関係
にある者が多かった。

ついでながら手作業での刺繍織がなされてい
た時代であっても、ザンクトガレン商人への依
存から脱しようとする動きが既にあったと
Winsauer （1965: 14-15）は述べている。これに
よれば、ヘーヒスト村村長カール・シュナイ
ダー（Karl Schneider）（1800-1868）がその動き
に関わっていた。この人物が設立した企業か否
か明記されていないが、J.C. Schneider あるいは
I.C. Schneider というヘーヒストの刺繍織企業
が、ウィーンで刺繍織を1839年に独自に販売し
たという記録が複数あるとのことである。ヴィ
ンザウアがそう述べるにあたって依拠したのは
Tiefenthaler （1950） がまとめたヨハン・ネポム
ク・エープナー （Johann Nepomuk Ebner） によ
る記録である。この人物は1830年代にフォラー
ルベルク郡長を務めた。しかし、彼が残した記
録によると、スイスからアメリカへの刺繍織物
の輸出が1830年代に落ち込み、その影響をフォ
ラールベルクの刺繍織業者が受けた。このエー
プナーの記録に依拠して Winsauer （1965: 56）は
述べているのである。

３．刺繍織・レースの機械生産化

3．1．鎖編刺繍機の導入
機械を用いての刺繍織・レース工業がフォ

ラールベルクで始まったのは19世紀後半に入っ
てからである。Weitensfelder （1999: 85）によれ
ば、鎖編刺繍機、別名パリ式機械（Kettenstich-

Stickmaschinen または Pariser Maschinen　この
機械は現在チェーンステッチ刺繍機と和訳され
ていることが Google のサーチエンジンで検索す
ると判明する）がこの地域に登場したのは1865
年である。この機械を用いると手作業での刺繍
織職人３名分の能力を発揮したが、量産用とい
うほどではなかった。それを設置したのは手作
業での刺繍織にもともと従事していた世帯であ
ろう。

Nägele （1947: 23-24）も鎖編刺繍機のフォラー
ルベルクへの導入は1865年だったこと、そして
これが急速に普及し、フォラールベルク全体で
３千台を超えるほどになったと述べている。
Kammer der gewerblichen Wirtschaft für 

Vorarlberg （1952: 184）によれば、その機械は
1880年に1232台存在し、1900年には3646台と
ピークに達した。手作業だけで刺繍する女性

（Handstickerinnen）も含めて、当時4288人が刺
繍織に従事していたという。

また Nägele （1947: 23-24）は、1880年時点で
ザンクトガレンの輸出商が下請内職者に支払っ
た賃織り代金は約200万フランに上ったが、その
過半はフォラールベルクの内職者に支払われ、
残りの半分弱の内の３分の２がスイス内での内
職者、３分の１が南西ドイツでの内職者に支払
われたとのことである。南西ドイツではシュ
ヴァーベンだけでなくシュヴァルツヴァルトに
も及んだことも記されている。ネーゲレは、フォ
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ラールベルクで鎖編刺繍機を用いて生産された
商品のほとんどがザンクトガレンの輸出商の下
請けによるものだったことを述べているが、
1940年時点でも250～300名の下請内職者がお
り、その生産物のほとんどがカーテンで、その
一部は従前と同様にザンクトガレンの輸出商の
下請けだったが、スイス以外の外国に直接販売
された商品もあると記している。

3．2．手動刺繍機械の導入
その鎖編刺繍機のフォラールベルクへの導入

の２年後、即ち1867年にはプラットシュティッ
ヒ刺繍機（Plattstichstickmaschinen）即ち手動刺
繍機械（Handstickmaschinen）がこの地域にも
導入されたと Weitensfelder （1999: 85）は述べて
いる。この機械は幅６メートル、高さ２メート
ルにも及ぶ大きなもので１台に312本の針が装備
され、手作業での刺繍織職人30～50名分の能力
を発揮した。そしてWeitensfelder （1999: 85）は、
1869年３月28日にヨーゼフ・ホーファーが手動
刺繍機械をルステナウで設置したと述べ、その
典拠として Ebenhoch （1993）を参照指示すると
ともに、 刺繍織機械の導入年については
Vorarlberger Volksblatt （5.4.1894）に拠っている
ことも注記している。Ebenhoch （1993）が何を
根拠として1869年という年次を特定したのか分
からないが、Weitensfelder （1999: 85）の注記に
従うならば、ルステナウでの刺繍織機械の導入
後約30年たってからの地元新聞の記述が典拠で
あると言わざるを得ない。約30年前のことに関
する新聞での記述が信頼できるかどうか、これ
に関する史料批判をヴァイテンスフェルダーが
したかどうか分からない。さらに言えば、1867
年に導入された機械とヨーゼフ・ホーファーが
ルステナウで1869年に設置した機械とが同種類

のものかどうか、Weitensfelder （1999: 85）の記
述では判然としないし、1867年の導入がフォ
ラールベルク州内のどこで誰によってなのか、
明記されていない。

しかし、Heinzle （2018: 37）は Weitensfelder 

（1999: 85）の記述を根拠として、ルステナウで
の刺繍織機械生産が開始されたのは1869年であ
ると断定している。後で述べるように、フォラー
ルベルクにおける機械での刺繍織の牙城

（Hochburg）即ち中心地となるルステナウでの
刺繍織機械の導入はヨーゼフ・ホーファーに
よっていたことは確実であり、これがフォラー
ルベルクでの刺繍織工業の機械化の最初である、
とほかの文献すべてにおいて述べられている。
例えば、Nägele （1947: 24-25）も、次のように
1869年説を述べている。ただし、その根拠は明
示されていない。

「スイスやフォラールベルクの刺繍について
語る際に、鎖編刺繍のことを思い浮かべなく
なってからずいぶん年月がたっている。それは
手動刺繍機械（Handstickmaschine）の生産物に
よって全く後景に退けられてしまっている。手
動刺繍機械と呼ぶのは、これが右手によって駆
動されるからである。フォラールベルクでは、
手 動 刺 繍 機 械 も ま た 主 と し て 家 内 工 業

（Hausindustrie）で用いられている。その最初
の機械が1869年にフォラールベルクにやってき
た。東スイスでは既に1875年に15,000人を超え
る労働者が刺繍織に従事している。この工業で
も、１世紀前に鎖編刺繍でなされていたことが
繰り返された。つまりザンクトガレンの商人が、
刺繍のための材料をフォラールベルクに喜んで
送るほどにたくさんの注文を時折出した。景気
のよい時には刺繍織を生産する人たちはその賃
金に満足できたので、たくさんの場所で手動刺
繍機械が設置された。1876年に初めて187台が
数えられた一方で、1880年には既に1404台に
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なった。つまり７倍を超えたのである。」（Nägele 

1947: 24-25）

しかし、景気が悪くなり、スイスからの刺繍
織の輸出が減少すると、まずフォラールベルク
のローンシュティッカーがそのあおりをくらい、
設置された刺繍機械は休機となり、ローンシュ
ティッカーの人数も減少した、と Nägele （1947: 

25）は述べ、次のように続けている。

「約30年間にわたってフォラールベルクのロー
ンシュティッカーはザンクトガレンに完全に依
存していた。フォラールベルクの刺繍業者は賃
織りした製品をスイスに供給した。その際に企
業家利益はもっぱらザンクトガレンの人たちの
ものとなった。当地の労働者は外国の雇用主の
意図に完全に依存していた。刺繍輸出が落ち込
むと、まずフォラールベルクの刺繍織業者がそ
の仕事を失った。市場に供給するのに東スイス
の機械だけで十分だったからである。」

しかし、ルステナウで手動刺繍機械が導入さ
れたのは1868年だ っ たと、Land Vorarlberg 

（2005: 162）に記されている。Winsauer （1968: 

8）もまた、ルステナウのヨーゼフとヨハンの
ホーファー兄弟２人によって、フォラールベル
クで最初の手動刺繍機械が1868年に設置されて
稼働したと述べている。 その根拠として
Winsauer （1968: 9）は1883年のルステナウの教
会年代記を挙げて、その文章を、孫引きの形で
引用している。教会年代記の文章を記したのは
Hannes Grabher “Unser Brauchtum” 1956で あ
る、ということが Winsuaer （1968: 9, 21）の注記
６）で明示されている。そこには、手動刺繍機
械の導入によって経済的に成功した様子を見て、
ルステナウの他の人たちもそれを購入して刺繍

織工業に参入したが、機械の価格は極めて高
かったので借金して購入し、２年間かけて返済
するのが通例だったこと、そして刺繍織が世界
的にブームだった時期はよいが常にそうだとい
うわけではなく、不況になるとこれが数年続き、
刺繍織企業がそれに耐えられなくなったという
趣旨のことが年代記に記録されたという。

Winsauer （1968: 9）によれば、ヨーゼフ・ホー
ファーは手動刺繍機械を設置する前に、スイス
のアルトシュテッテン（Altstätten） 27）で刺繍職
人のマイスターであるカール・クリングラー

（Karl Klingler）のもとで徒弟（Lehre）として２
年間修業した。それによって刺繍の文様の設計

（Musterzeichnen）、これの手動刺繍機械への転
写拡大（Vergrößern）、自身の力で刺繍織生産企
業を起こすために必要なその他すべてを学んだ
という。ヨーゼフは、1870年に弟で商業活動に
従事していたヨハンの助力を得て、自身が作成
した文様で生産した刺繍織をザンクトガレンの
市場に出品した。また、その成功に刺激を受け
て手動刺繍機械を導入した他者に対して、受注
した生産の一部を分けたという。そしてヨーゼ
フとヨハンの兄弟は、1891年に Firma J.J. Hofer 

& Bösch という名称の企業を設立した。これは
後に Hofer, Bösch & Co. という名称に変わった

（写真１）。これはウィーンに支店を置いたフォ
ラールベルク最初の刺繍織企業であるという。
ウィーンに支店を置いたということは、ザンク
トガレンの商人に依存するのではなく、自身の
営業努力によってオーストリア・ハンガリー二
重帝国内、さらには帝国外に市場を開拓しよう
としたことを意味する、と Winsauer （1968: 9）
は述べている。Heinzle （2018: 60）も、1892年12
月 ５ 日 に 発 行 さ れ た 地 元 新 聞 Vorarlberger 

Landes-Zeitungの記事を直接引用して、Firma J.J. 
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Hofer & Bösch が Vereinigte Stickerei-Fabriken 

Lustenau, Hofer, Bösch & Co. と名称を変えたこ
と、その支店がウィーンにあったと述べている。
ちなみにHeinzle （2018: 43-44）によれば、Bösch

とはヨーゼフ・ホーファーの岳父ヨハン・ゲー
プハルト・ベッシュ（Johann Gebhard Bösch）の
ことである。彼はリンデン（Linden）という名
前の飲食店を経営しており、既に1879年に10台
の手動刺繍機械を所有していた。

他方で、Kammer der gewerblichen Wirtschaft 

für Vorarlberg （1952: 184-185）はヨーゼフとヨハ
ンのホーファー兄弟が1867年に手動刺繍機械２
台を設置して生産を開始したのがフォラールベ
ルクでの最初の機械によるPlattstichstickerei（プ
ラットシュティッヒ刺繍織）である、と1869年
とは異なる年次を記している。しかし、手動刺
繍機械１台に312本の針が装備されているので、
これ１台で312人分の刺繍織ができる、とヴァイ
テンスフフェルダーの記述と同じことが述べら
れている。

したがって、刺繍織を量産できる手動刺繍機
械がフォラールベルクにいつ導入されたのか、

という点について３説あることになる。そのい
ずれが正しいのか判断することはできない。根
拠を挙げているのは1868年説と1869年説の２つ
であるが、どちらも同時期の記録文書に拠って
いるのではなく、それから20年以上の時を隔て
てからの史料に基づいており、それらの史料が
何を根拠としていたのか不明である。

しかし、1860年代末にルステナウのホ ー
ファー兄弟が、あるいは少なくとも兄のヨーゼ
フが手動刺繍機械をフォラールベルクで初めて
設置して生産を開始したことはほぼ確実である。
彼らは当初ローンシュティッカーだったが

（Verband der Vorarlberger Stickereiindustrie 

1968: 6）、1890年代初めにはザンクトガレンの商
人から独立して自ら市場をオーストリア・ハン
ガリー帝国内に求めようとしていたこともほぼ
確実である。

ルステナウの刺繍織・レース工業100周年記念
誌には、かつてここでも農業のかたわら、綿織
物の内職仕事が農家家屋の地下室で行なわれて
いたが、ジャカード機での綿織物の量産がフォ
ラールベルクでなされるようになるとその綿織

写真１　�ルステナウのかつての刺繍織工場 （Hofer, Bösch & Co.） 建物　
2019年9月10日筆者撮影。
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物内職仕事がなくなったこと、その後布地に
Spachtelstickereiという簡単な刺繍を施す内職仕
事が女性によって営まれていたがこれも衰退し
ていたこと、そういう時期に刺繍織機械工業が
ルステナウに導入されたと記されている

（Verband der Vorarlberger Stickereiindustrie 

1968: 5）。
それはともかくとして、ホーファー兄弟によ

る事業の成功を間近に見て手動刺繍機械を設置
してこの産業に参入する人たちが急増した。
Winsauer （1965: 63-65）は19世紀末及び20世紀
初め時点でのゲマインデ別の手動機械設置台数
を表の形でまとめている（表３、図２）。残念な
がら、ヴィンザウアはその統計データの出所を
明示していない。しかし前述した彼の経歴の故
に、この表に示されている数値はほぼ正しいと
思われる。Kammer der gewerblichen Wirtschaft 

für Vorarlberg （1952: 185）には機械の種類ごと
にフォラールベルク全体での刺繍織のための機
械台数に関する表が掲げられており、その出所
を Mühlwerth （1941）とするとともに、補足的
に Winsauer にも拠ったと注記し、手動刺繍機械
設置台数が1880年の1404台、1890年の3141台、
そしてピークを記録した1900年の4032台へと増
えたことが記されている。

1887年には州の中で20以上のゲマインデを合
計して2565台の手動刺繍機械が設置されており、
その中でルステナウが約25％、ゲッツィスが約
11％、ホーエネムスが約10%、ドルンビルンが
約７％、アルタハが約６％、へーヒストが約５%
を占め、この６カ所で全体の60% を越えていた

（表３）。これらのゲマインデはいずれもライン
タールの北部から中部にかけての平野部に位置
している。1908年になるとアルペンライン川から
遠く離れたブレーゲンツァーヴァルト、ヴァール

ガウ（Walgau）、モンタフォン（Montafon）に位
置するゲマインデも含めて数多くのゲマインデ
に手動刺繍機械が設置されるようになった。そ
の合計はピーク時に比べて減ったが3322台に
上った。ただし上記の６ゲマインデについてみ
ると、ドルンビルンやアルタハのように設置台
数が減少した場合と、ホーエネムスやゲッツィ
スのように大きく増えた場合に分かれる。最多
設置台数を誇っていたルステナウは若干の減少
をみたが、依然として最多数の手動刺繍機械が
設置されており、全体の約18％を占めた。ゲッ
ツィスの西に位置してアルペンライン川に面す
るメーダーやコープラハ（Koblach）での設置台
数が大きく増加していずれも100台以上となった
ので、ゲッツィスも含めてラインタール中部で
の設置台数の方がルステナウ単独での設置台数
を上回ったことになる。

3．3．シフリ刺繍機械の導入
1926年になると手動刺繍機械の設置台数は大

きく減少した。それは、この機械に比べて680～
1020針を装備して生産性を大きく伸ばすシフリ
刺 繍 機 械（Schifflistickmaschine ま た は
Schiffchenstickmaschine）が1900年頃から手動刺
繍機械に取って代わるようになったからである

（Winsauer 1965: 22）。19世紀末から20世紀初め
にかけてなされた刺繍織機械の高度化を解説し
た Kammer der gewerblichen Wirtschaft für 

Vorarlberg （1952: 185）によれば、シフリ刺繍機
械（Schiffchenstickmaschine）はザンクトガレン
州のイザーク・グレブリ（Isaak Gröbli）が1875
年に開発した機械である。その12年後の1887年
にドイツのザクセン王国の都市プラウエン

（Plauen） の機械企業 J.H. & C. Dietrich がモー
ターで稼働する刺繍織機械を開発した。1898年
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表３　19世紀末と20世紀初めのフォラールベルクにおける手動刺繍機械設置台数の地理的分布
ゲマインデ名 1887年 1908年 1926年 伝統的広域の地理的名称・位置

Alberschwende 1 ブレーゲンツァーヴァルト・北部
Altach 149 41 16 ラインタール・平野部中部
Andelsbuch 21 15 ブレーゲンツァーヴァルト・中部
Au 10 ブレーゲンツァーヴァルト・南部
Batschuns-Zwischenwasser 42 4 ラインタール・平野部南部
Bezau 25 12 2 ブレーゲンツァーヴァルト・中部
Bizau 13 2 ブレーゲンツァーヴァルト・中部
Bildstein 21 8 ラインタール・山地斜面部北部
Bludesch 9 ヴァールガウ・平野部
Braz 40 5 クロースタタール
Bregenz 19 ラインタール・平野部北部
Dalaas 3 クロースタタール
Doren 39 30 ブレーゲンツァーヴァルト・北部
Dornbirn 170 107 11 ラインタール・平野部中部
Düns 19 ヴァールガウ・山地斜面部
Egg 56 39 1 ブレーゲンツァーヴァルト・中部
Feldkirch-Altenstadt 52 37 ラインタール・平野部南部
Feldkirch-Gisingen 22 ラインタール・平野部南部
Frastanz 52 30 5 ヴァールガウ・平野部
Fraxen 31 11 ラインタール・山地斜面部南部
Fußach 44 18 ラインタール・平野部北部
Göfis 39 91 14 ラインタール・山地斜面部南部
Götzis 290 490 147 ラインタール・平野部中部
Hard 82 41 1 ラインタール・平野部北部
Hittisau 9 ブレーゲンツァーヴァルト・北部
Hohenems 251 501 40 ラインタール・平野部中部
Höchst 123 147 38 ラインタール・平野部北部
Hörbranz ライプラハタール
Röns 13 1 ヴァールガウ・山地斜面部
Kennelbach 12 ラインタール・平野部北部
Klaus 17 6 ラインタール・平野部南部
Koblach 82 137 46 ラインタール・平野部南部
Krumbach 12 1 ブレーゲンツァーヴァルト・北部
Langenegg 8 ブレーゲンツァーヴァルト・北部
Lauterach 24 5 ラインタール・平野部北部
Lochau 2 ライプラハタール
Lingenau 31 ブレーゲンツァーヴァルト・北部
Ludesch 19 12 ヴァールガウ・平野部
Lustenau 646 603 70 ラインタール・平野部中部
Mäder 62 104 52 ラインタール・平野部中部
Meiningen 13 ラインタール・平野部南部
Mellau 16 ブレーゲンツァーヴァルト・南部
Nenzing 88 1 ヴァールガウ・平野部
Raggal グローセスヴァルザータール
Rankweil 45 42 2 ラインタール・平野部南部
Reuthe 14 2 ブレーゲンツァーヴァルト・中部
Satteins 74 79 ヴァールガウ・平野部
Schlins 17 1 ヴァールガウ・平野部
Schnepfau 5 ブレーゲンツァーヴァルト・南部
Schnifis 17 1 ヴァールガウ・山地斜面部
Schoppernau 7 ブレーゲンツァーヴァルト・南部
Schruns 2 モンタフォン
Silbertal モンタフォン
St. Anton 2 モンタフォン
Sulzberg 21 31 4 ブレーゲンツァーヴァルト・北部
Sulz-Rötis-Weiler 119 71 11 ラインタール・平野部南部
Schwarzenberg 12 3 ブレーゲンツァーヴァルト・中部
Thüringen 2 ヴァールガウ・平野部
Thüringerberg グローセスヴァルザータール
Übersaxen 18 1 ラインタール・山地斜面部
Vandans 5 モンタフォン
Viktorsberg 11 ラインタール・山地斜面部南部
Wolfurt-Schwarzach 124 51 2 ラインタール・平野部北部

合　計 2,565 3,322 528 

出所：Winsauer （1965: 63-65）。
注：数値未記入の村では1958年に設置が確認された。1926年の合計値は、出所文献では513と記されている。
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図２　1908年時点で手動刺繍織機械が設置されていたゲマインデ
資料：Winsauer （1965: 63-65）に基づき筆者作成。
注：�ゲマインデ名の後に記した数値が設置台数。50台未満のゲマインデの文字は小さいが、50台以上

であれば文字を大きくしてある。Röthis の71は北と南に隣接するWeilerと Sulzを含めた数値。Röns
の設置台数は13。
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にはスイス・ ト ゥ ー ルガウ州アルボ ー ン
（Arbon）に立地するザウラー （Saurer） 社が長さ
６ヤードのシフリ刺繍機械を、1905年には10
ヤードの機械を開発した。シフリ刺繍機械には
２種類あり、手で操作するパントグラフ刺繍機
械 （Pantographstickmaschine） と、動力を用いて
自動で動く機械アウトマーテン （Automaten） と
がある。パントグラフ刺繍機械であっても手動
刺繍機械の３倍の生産能力を持っていた。パン
トグラフ刺繍機械は刺繍の文様を描いた設計図
から布地にそれを手動で転写するのに対して、
アウトマーテンは綿織物におけるジャカード機
と同様にパンチカードと電力による自動機であ
る。当初はパントグラフ刺繍機械が普及したが、
後にアウトマーテンに取って代わられるように
なった。ただし、大量生産のためにはアウトマー
テンがよいが、繊細な刺繍織には手動刺繍機械
やパントグラフが優れていたので、この２種類
の機械の使用がなくなったわけではない。アウ
トマーテンはプラウエンで生産されたものがよ
り多く、パントグラフはスイスのザウラー社製
がより多く使われた。（Kammer der gewerb-

lichen Wirtschaft für Vorarlberg 1952: 185）。
刺繍機械が導入されてから、フォラールベル

クの中ではブレーゲンツァーヴァルトよりもラ
インタールでの刺繍織生産が増加した。既にみ
たように特にルステナウでの生産が多くなり、
これは貧しい農村から豊かな町に変貌した。そ
の他の刺繍織生産で重要なゲマインデはアルタ
ハ、ホーエネムス、ゲッツィス、ドルンビルン
だったし、1950年時点でもそうだった（Kammer 

der gewerblichen Wirtschaft für Vorarlberg 1952: 

186）。
Winsauer （1968: 12）によれば、機械動力で動

くシフリ刺繍機械をフォラールベルクで最初に

導入したのは Firma Ed. Alge & Co. であり、
1896/97年のことだった。ほどなくして Hofer, 

Bösch & Co. もそれを導入した。Firma Ed. Alge 

& Co. とは、ルステナウで教師を務めかつ村の
Vorsteher（フォーアシュテーア即ち村長）も務
めたエドゥアルト・アルゲ（Eduard Alge）が設
立した企業のことである。グラーツ工科大学が
開設している Austria Forum というホームペー
ジ 28）によれば、1892年に die Firma Eduard und 

Josef Alge が設立されたという。これはフェル
ガーとして活動していたヨーゼフ・アルゲ

（Josef Alge）ほかがエドゥアルト・アルゲとと
もに設立した刺繍織企業であり、後にシュ
ティッケライ・ウニオン（Stickerei Union）と名
前を変えて、石油動力で動く５ヤードの長さを
持つシフリ刺繍機械10台を1897年にフォラール
ベルクで最初に設置した工場だとのことである。

Winsauer （1968: 13） によれば、レングレ・
ヴェーバー（Längle-Weber）によるアルタハ村
の年代記に依拠して、シフリ刺繍機械は購入価
格が高いだけでなく大型のために、これを設置
するのに納屋のような建物では不十分なので新
たに建物を建てたり、家畜小屋を改造したり、
手動刺繍機械を設置していた小屋を拡張したり
しなければならず、そのために費用が嵩んだと
いう。景気の良い時にはよかったが、景気が悪
くなると機械を強制競売に付さざるを得なくな
ることもあったという。

3．4．フォラールベルク最大の刺繍織企業
Heinzle （2018: 63）によれば、ホーファー兄弟

がベッシュの資本も得て設立した刺繍織企業は、
1898年に Hofer, Fitz & Cie と名称を変えた。こ
の会社を設立するために出資した人物にはホー
ファー兄弟２人のほかに、彼らの弟ルーペルト
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とゴットフリート、ローベルト・ベッシュ
（Robert Bösch）など９名、合計11名いた。その
全員がファブリカントだった。その中には、ホー
ファー兄弟と従兄弟の関係にあるフィッツ

（Fitz）兄弟がいたし、ルステナウが市場町に昇
格する直前の村長を務めていたエデュアルト・
ヘンメルレ（Eduard Hämmerle） もいた。この人
物はフィッツ兄弟の姉妹の配偶者である。ルー
ペルトとゴットフリートのホーファー家末弟２
人は前述したようにともにフェルガー兼ファブ
リカントだったし、ほかにもフェルガー兼ファ
ブリカントの人物が１名いた。また、11名のう
ち２名はウィーンに居を置き、商業活動に従事
していた。ハインツレがこうした情報を得たの
は、Vorarlberger Landeszeitung （18.10.1899）に
掲載された記事であることが注で明記されてい
る（Heinzle 2018: 78）。各人の縁戚関係について
はルステナウ歴史史料館に保存されている「家
族名簿」に基づいている。

ヨーゼフ・ホーファーは1913年５月に死去し

た。その死亡広告記事（Vorarlberger Volksblatt 

18.5.1913）を Heinzle （2018: 70）は引用してい
る。これによれば、ホーファーの企業で雇用さ
れている約500名が葬儀に参列したという。彼の
企業は当時、アルペンライン川右岸に立地する
刺繍織企業の中で最大の輸出企業だったという。
Heinzle （2018: 65-70）には、20世紀初めにルス
テナウに建築ブームが起き、規模の大きな刺繍
織工場だけでなく、アルルベルク山塊の東に位
置するオーストリア帝国内から女工を雇用する
ための寄宿寮が建設されたし、ヨーゼフの子の
ヨハン（Johann）が豪奢なヴィラハウス（写真
２）を建てさせたことなども述べられている。

3．5．国立刺繍織専門学校の設立
ヴィンザウアがドルンビルンに設立された国

立刺繍織専門学校の教員として採用され、かつ
後に長年にわたって校長を務めたことは前述した。
彼自身がこの学校について詳しく述べているの
で（Winsauer 1968: 11）。その内容を紹介する。

写真２　�ルステナウの刺繍織ファブリカント、ホーファー家のヴィラハウス　
2019年９月10日筆者撮影。
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1887年10月に刺繍織業者がドルンビルンに集
結し、k.k. Fachschule für Stickerei（刺繍織のた
めの帝国専門学校）の設立を帝国に請願すると
決議した。それは、ますます盛んになる刺繍織
生産で働く人たちの刺繍織に関する理論的知識
と実践的技能を高めるためである。それによっ
て、フォラールベルク製刺繍織物の品質を高め
ることが期待された。この請願は受け入れられ、
1889年８月26日にその設立が認可された。

Winsauer （1965: 16-19）によれば、1890年に
ドルンビルンで開設された国立刺繍織専門学校
の校長は1923年までスイス人が担った。校長だ
けでなく、最初の刺繍織教師はスイス人だった。
他方、ルステナウには、刺繍織製品を世界各地
に輸出するための営業員を育成するための商業
学校（Handelsschule）が1903年に設立された。
そこでは商業教育だけでなく、外国語教育も重
視された。市場となる国の現地語で商取引交渉
をできるだけの人材育成を目指したからである。

国立刺繍織専門学校を、既に最大の刺繍織工
業の場所となっていたルステナウにではなく、
ドルンビルンに設立したのは、この都市が既に
繊維工業全体のフォラールベルクにおける最有
力工業都市となっていたからであり、手動刺繍
機械での刺繍織業者がファブリカントだけでな
くローンシュティッカーも含めれば、ドルンビ
ルンにはもちろんホーエネムスやゲッツィスに
も多数いたからであろう。この２つの町として
のゲマインデからドルンビルンには鉄道で容易
に往復できたのである。これに対して商業学校
がルステナウに設立されたのは、この町に輸出
市場を外国に開拓しようとするファブリカント
が他のゲマインデよりも多くいたことが背景に
あると推測できる。実際にはアルヴィン・ハウ
ザー（Alwin Hauser）という人物が州都ブレー

ゲンツで1877年に創設した商業学校が1902年に
閉校を余儀なくされ、ルステナウに新しい商業
学校設立を願い出たところ、当時町となったば
かりの町長を務めていた前述のエデュアルト・
ヘンメルレのリーダーシップの下で町議会がそ
の設立を決議し、町立商業学校として開設され
た 29）。

４．�20世紀前半期の動向と不況期における政府
の政策

フォラールベルクで設立された手動刺繍機械
を所有する企業の中には、ヨーゼフ・ホー
ファーが弟のヨハンや岳父のベッシュとともに
設立した企業のように、ザンクトガレン商人か
ら独立して独自の販売ルートも確保して大企業
化したものもあるが、多くの刺繍織企業は20世
紀初めまで、東スイスの輸出商やファブリカン
トから材料を支給されて賃織りに従事するロー
ンシュティッカーだったことは間違いない。そ
の様子をまず Nägele（1947）に依拠して描く。

19世紀から20世紀の転換期の頃にシュティッ
ケライという表現でイメージされたのは、もは
や農家婦人の内職での鎖編刺繍ではなく、手動
刺繍機械という大型機械を用いて量産する仕事
になった。何故手動刺繍機械と名づけられたか
と言えば、その機械の駆動は、通常男性の右手
での操作によったからである。大型機械を複数
台設置してファブリカントと呼ばれるように
なった者もいれば、１台のみを設置して家内工
業生産するローンシュティッカーもいた。いず
れにせよ、まずはザンクトガレンの輸出商ある
いはファブリカントの下請として刺繍織を生産
した。フォラールベルクでは、まずは家内工業
のための機械としてそれが導入され、刺繍材料
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の糸はザンクトガレンのファブリカントあるい
は輸出商から支給された。手動刺繍機械は急速
にフォラールベルクでも普及したが、ザンクト
ガレンからの世界各国への輸出が落ち込むと、
まずフォラールベルクのローンシュティッカー
への発注が削減され、スイス側のローンシュ
ティッカーへの発注を維持する政策が取られた。
つまり、フォラールベルクのローンシュティッ
カーはザンクトガレンの輸出商にとっての景気
の調整弁として、これに依存する構造だった。

（Nägele 1947: 24-25）。
シフリ刺繍機械がフォラールベルクに導入さ

れたのは1880年である。この機械はまず東スイ
スでの普及が進み、1890年の542台、第１次世界
大戦直前で4,936台、1916年に5,908台へと増え
た。他方、手動刺繍機械は1890年時点において
東スイスで18,000台、フォラールベルクでは
3,000台に過ぎなかった（Nägele 1947: 25）。つま
り、19世紀末から20世紀初めにかけての時期に
おいて大型機械を用いての刺繍織生産の中心は
東スイスにあり、フォラールベルクはその補完
的役割を果たしていたに過ぎなかった。それで
もフォラールベルクの繊維工業における刺繍織
生産の比重は増大する傾向にあった。1910年の
人口14万５千人のフォラールベルクで、その10%
強が刺繍織生産で生活できていたのである。こ
の年に手動刺繍機械が3,600台、シフリ刺繍機械
が1,400台フォラールベルクで稼働していた。シ
フリ刺繍機械は、綿織物工業におけるジャカー
ド式機械と同様の機械へと発達した。つまり、
パンチされたカードを用いれば熟練工としての
刺繍織職人が不要となるほどに発展した。1912
年でフォラールベルクのシフリ刺繍機械300台が
そうした自動機械となっていた。その結果、生
産性に劣る手動刺繍機械での生産は駆逐され、

この機械の多くが休機される事態に陥った
（Nägele 1947: 25-26）。ただし、前述したように、
Kammer der gewerblichen Wirtschaft für 

Vorarlberg （1952: 185）によれば、鎖編刺繍機械、
手動刺繍機械、シフリ刺繍機械の生産は異なる
品質の異なる刺繍商品の生産に対応するもの
だったので、生産効率が高いシフリ刺繍機械が
他の機械を完全に駆逐したわけではない。

刺繍織は奢侈品なので、流行に左右され、景
気動向に強く左右された。スイスから輸出され
る刺繍織は1890年に約9300万フラン、1900年に
１億2400万フラン、1910年に４億1300万フラン
と増加した。したがって東スイスとフォラール
ベルクとの間でなされていた刺繍賃織による加
工貿易の量は、19世紀末から20世紀初めまで順
調に増加した。しかし、スイスからの刺繍織輸
出は1925年に１億3300万フラン、1933年に2200
万フラン、1935年に1300万フランへと激減した。
特に世界大恐慌の影響を受けると、スイスでも
フォラールベルクでも刺繍織生産は大きく下落
した。その結果として、刺繍賃織による加工貿
易の量は1907年の23,205ツェントナー（Zentner、
１ツェントナーはスイスやオーストリアでは約
100 kg に相当する重量単位）と比べて1930年に
なると1,149ツェントナーへと、約20分の１にま
で激減し、1934年には完全になくなった。スイ
スでは1920年に７万人強が刺繍織工業に従事し
ていたが、1934年にはその10分の１以下にまで
減少した。フォラールベルクでは1913年の約１
万６千人から1936年の約３千人にまで減少した

（Nägele 1947: 26）。
Winsauer （1968: 14）によれば、第１次世界大

戦と大恐慌の影響を受けてフォラールベルクの
刺繍織工業は大きな打撃を受けた（表４）。第１
次世界大戦によってザンクトガレンとの間の
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ローンシュティッカーにとっての加工貿易が激
減し、大戦後にはオーストリア・ハンガリー帝
国が消滅したので、かつての帝国内市場の多く
を失った。第１次世界大戦後にはザンクトガレ
ンとの加工貿易もある程度復活したが、大恐慌
によって生産が大きく落ち込んだ（表５）。

しかし、上のようにフォラールベルクの刺繍
織が東スイスの輸出業者にとっての景気の調節
弁であったことを描いたネーゲレではあるが、独
立自営業者として輸出業務を自ら行なう者も現
れるようになったことを、Walter von Mühlwerth

の著作からの引用文であるとして Nägele （1947: 

27-28）は次のように述べている。ただし、その
文献の書誌情報を Nägele は明示していないが、
Mühlwerth （1941）であると思われる。

「外国語も駆使しかつ外国人の慣習や習性も
熟知したうえで外国との恒常的な接触を通じて、
そしてしばしば起きる流行の変化の故に余儀な
くされる文様型紙の永久的に続く変更、そして
数多くの危機の中で鍛えられた闘争力とによっ
て、フォラールベルクの刺繍織ファブリカント
は、特有の大きなエネルギーと粘り強さ、想像
力と柔軟性という点で傑出した企業家タイプと
なった。彼は本当に素晴らしい輸出の経験を持
ち、市場の変化に稲妻の如くに素早く適応する
能力を持っている。それ故、フォラールベルク
の刺繍織工業があらゆる危機、多かれ少なかれ

大きな損失を被った最もひどい恐慌をものとも
せずに、今日に至るまでフォラールベルク経済
において尊敬される地位を保持しているのは、
状況を熟知している者にとってなんら驚くこと
ではない。」（Nägele 1947: 27-28）

上の引用文に続いて Nägele （1947: 28）は、
フォラールベルク経済における刺繍織工業の地
位は第１次世界大戦以前ほどではないが、東ス
イスでは1946年に８千万フランの輸出を実現し
たので、フォラールベルクでも刺繍織の材料さ
え入手できればかつてと匹敵するだけの隆盛を
実現できるであろうと述べている。

つまり、板倉（1975: 18-19）が、ザンクトガ
レンの刺繍織を世界大恐慌によって壊滅的な打
撃を受けてその後復興しなかったが、フォラー
ルベルクのそれを農業との兼業であるがゆえに
世界大恐慌時に耐え忍び、第２次世界大戦後隆
盛するようになったと述べたのは、不正確だっ
たと言わざるを得ない。ただし、ルステナウの
刺繍織業者が小さいとはいえ農地や園芸地を保
持していたがゆえに、刺繍織製造が困難を極め
た時期であっても生活を維持できたという板倉
の指摘は正しい。その実情を Winsauer （1965: 

47）が、フォラールベルクの刺繍織企業の約３
分の２と農業との関係に関して第２次世界大戦
勃発直前に自身で行なった調査結果を次のよう

表４　�フォラールベルクとスイスとの間の刺繍織
加工貿易の量

年 量　kg

1915 1,564,000
1916 765,700
1917 50,500
1918 39,800

出所：Winsauer （1968: 14）。

表５　フォラールベルク独自の刺繍織輸出額の変化
年 金額　シリング

1928 77,955,000
1930 40,638,000
1932 23,048,000
1934 15,672,000
1936 11,655,000
1938 9,507,000

出所：Winsauer （1968: 14）。
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に描いている。
刺繍織企業は兼業農家であり、そのすべての

耕地と牧草地を合計すると250 ha に及び、１企
業当り平均して70 a の農地を経営していた。そ
れら企業の66％がジャガイモを、21％がトウモ
ロコシを、67％が野菜を、76％が果物を、20％
が牛乳を自給していた。所有する果樹の平均本
数は20本であり、25％が果物を販売していた。
このような農業との兼業の故に、刺繍織の仕事
が不況のためになくなった時にも、刺繍織企業
の家族は生存できた。1933年４月１日にはフォ
ラールベルクにあったシフリ刺繍機械の３分の
２が休機していたのである。言うまでもなく、上
述の刺繍織企業はローンシュティッカーである。

上のような農業とローンシュティッカーとの
結びつきを述べたということは、ヴィンザウア
もまた、19世紀末から1930年代にかけてのフォ
ラールベルクの刺繍織工業がザンクトガレンの
商人に依存していたことを認めたことになる。
ただし、Winsauer （1965: 16-19）は「依存」と
いうよりも「結びつき」の強さと表現している。
これを象徴する第１は、ドルンビルンに設立さ
れた国立刺繍織専門学校の校長を1890年から
1923年にまでわたって４名のスイス人が相次い
で担い、最初の教師もスイス人だったという事
実であるという（Winsauer 1965: 16）。

東スイスとフォラールベルクの刺繍織生産の
結びつきの強さを象徴する第２は、「東スイス
とフォラールベルクの刺繍織工業中央連合

（Zentralverband der Stickereiindustrie der 

Ostschweiz und des Vorarlbergs）」の1885年７月
14日設立である。これには輸出業者やファブリ
カントだけでなくローンシュティッカーも加入
した。しかも、東スイスでは合計18,990台の手
動刺繍機械で生産する10,476名の事業者が中央

連合に結集したし、フォラールベルクでは合計
2,809台の手動刺繍機械で生産する2,421名の事業
者がそれに結集した。加盟しなかったのは東ス
イスではわずか52名（56台）、フォラールベルク
では62名（71台）でしかなかった。中央連合の
目的は、輸出業者とローンシュティッカーとの
間の契約が適正になされるよう、東スイスとフォ
ラールベルクの刺繍織事業者を協同組合的な組
織として統合することにあった。つまり、刺繍
織の高品質の維持、適正な賃織り代金、手動刺
繍機械の適正な稼働時間、刺繍文様の模倣の阻
止などを目的としていた。（Winsauer 1965: 17）

Winsauer （1978: 1）には、中央連合が、東ス
イスやフォラールベルクの各地で設立されてい
た刺繍機械の所有者、刺繍織企業経営者、その
被 雇 用 者 が 自 由 意 思 で 加 入 で き る 団 体

（Vereinigungen）の連合体であることが記され
ている。これらの団体は1880年代初めに設立さ
れており、ゼクツィオーン（Sektion）と呼ばれ
た。中央連合の本部はザンクトガレンに置かれ
た。ゼクツィオーンはゲマインデごとに結成さ
れた。その一つがアルタハのゼクツィオーンで
あり、これは1886年９月16日にインスブルック
のオーストリア・ハンガリー帝国の皇帝かつ
オーストリア国王の代官（k. k. Statthalterei）に
よって公認された。（Winsauer 1978: 1）

中央連合のもとで取り交わされた契約がある
場合には、たとえ大恐慌を経験した時期であっ
ても、フォラールベルクのローンシュティッ
カーの中には東スイスの輸出業者の注文を受け
て刺繍織を継続できた者もいた。というのは、
1932年と1934年の２回、東スイスのローンシュ
ティッカーが、スイスとオーストリアの国境を
成すアルペンライン川にかかっている橋を占拠
し、フォラールベルク産になる刺繍織のザンク
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トガレンへの輸送を阻止したことがある、と
Winsauer （1965: 18）に記されているからである。
前述したように、ネーゲレは1934年に東スイス
とフォラールベルクとの間の刺繍織加工貿易が
なくなったと述べたが、それは大恐慌そのもの
によってだけではなく、ルステナウと対岸のザ
ンクトガレン州アウ（Au）との間にかかる橋を
渡っての荷物輸送が阻止されたことに拠ったと
考えられる。

とはいえ、Winsauer （1965: 22）は、1945年ま
で東スイスの輸出商とフォラールベルクのロー
ンシュティッカーとの間の賃織り加工貿易が手
動刺繍機械での生産でもシフリ刺繍機械での生
産でも存続した、と述べている。ただし、どち
らの機械を用いるにせよ、フォラールベルクの
ファブリカントの中には東スイスの輸出商に依
存せずに独自に販路を開拓してこれを維持する
事業者もいたと述べている。

ついでながら、Winsauer （1965: 17）は1929年
の世界大恐慌を受けて販売高が急減したフォ
ラールベルクの刺繍織工業を救済するために、

「危機基金法（Krisenfondgesetz）」が1932年に
制定された、と書いている。その一方で、第
１次世界大戦の影響を受けて販売高が落ち込
んだ刺繍織企業を救済するために、フォラー
ルベルク州政府が1926年に「刺繍危機基金法

（Stickereikrisenfondgesetz）」を制定した、とも
Winsauer （1965: 39）は書いている。刺繍危機基
金法が制定されたのが1926年なのか1932年なの
か、それとも２度にわたって制定されたのか、
ヴィンザウアの記述だけからでは不明だが、
Stickereikrisenfondgesetz と Vorarlberg という２
つの用語をキーワードとして Google のサーチエ
ンジンで検索すると、「1932年の第13回フォラー
ルベルク州議会議事速記録に添付された15番目

の書類（15. Beilage im Jahre 1932 zu den stenogr. 

Sitzungsberichten des XIII .  Vorarlberger 

Landtages.）と題する pdf 書類 30）が閲覧できる。
これによると、「フォラールベルクにおける刺繍
織事業のための危機基金の創設（（die Schaffung 

eines Krisenfondes für die Stickerei in Vorarlberg））
が州議会で決定されたこと、この法律が「刺繍
危機基金法（Stickereikrisenfondgesetz）」と略称
されたことが分かる。

その条文を読むと、ファブリカント、ローン
シュティッカー、フェルガーは、それぞれの売
上代金から一定の金額を基金に拠出することが
義務づけられている。つまり基金は、刺繍織企
業が経営危機に陥った場合に救済金を得るため
の保険の機能を持つと分かる。しかし、実際に
危機に陥った場合にどれだけの救済金を得られ
るのかについての条文がない。それゆえ、この
危機基金が有効に機能したかどうか不明である。

５．おわりに

フォラールベルクとその村の１つだったルス
テナウが経済的に発展したのは、東スイスから
刺繍織の仕事が入ってきたことによっている。
Winsauer （1968: 3）は1864年12月３日発行の
Vorarlberger Landeszeitung に掲載された村年代
記（Dorfchronik）から読み取れることとして、

「刺繍織がわが邦（ラント）にとって最重要の稼
ぎとなっていた。それは銀貨で何千グルデンも
の賃金を隣国のスイスから稼ぐことによってで
ある。家族の維持のためにこの収入が与えられ
るという状況を無視することは許されない。」と
引用している。他方、Nägele （1949: 219-226）
は、「フォラールベルク刺繍織工業の心臓部
ルステナウ（Lustenau, das Herz der Vorarlberger 
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Stickereiindustrie）」という章を設け、第２次世
界大戦終了間もない時点でルステナウの人口を
上回るのはブレーゲンツ、ドルンビルン、フェ
ルトキルヒの３都市しかなく、19世紀にはもう
１つの都市ブルーデンツや、市場町であるホー
エネムス、ゲッツィス、ランクヴァイルなども
ルステナウの人口を大幅に上回っていたにも拘
わらず、ルステナウが急速に成長してブルーデ
ンツや３つの市場町の人口を越えたのは何より
も刺繍織工業のおかげであり、フォラールベル
クの刺繍織工業の中心にルステナウがなってい
る、とその219頁で述べている。

ルステナウがその地位を獲得したのは刺繍織
工業がフォラールベルクで誕生してから100年以
上たった1870年代以降のことである。18世紀半
ば頃に始まった刺繍織は農家婦人や少女を主た
る担い手とする手作業によるものだった。その
中心はブレーゲンツァーヴァルトという山間地
域だったとされているし、東スイスからその仕
事が最初に持ち込まれたのもその山間地域だっ
たというのが通説である。しかし、刺繍織の手
仕事よりも早く綿の糸紡ぎや織物に関する手仕
事がラインタールの農村部で行なわれていた。
綿紡績・綿織物の機械工業化が進んでその仕事
がなくなると、刺繍織の手仕事がそこに入って
きたと考えられる。ラインタール北部や中部の
農村はブレーゲンツァーヴァルトよりも東スイ
ス、特にその中心であるザンクトガレン市によ
り近いし、18世紀半ば頃の交通手段から考えれ
ばラインタールの農村でも手仕事での刺繍織が
早くに始まったと考えられる。

それは、東スイスとフォラールベルクとの刺
繍織加工貿易の輸送を担ったフェルガーがライ
ンタール北部の農村でまず現れたことによって
分かる。フェルガーの仕事を担う人々は、その

後まもなくブレーゲンツァーヴァルトの農村居
住者の中からも多数現れた。フェルガーは東ス
イスの輸出商から刺繍織のための材料を受けと
り、これをフォラールベルクの農家内職者に送
り届け、後者が賃織りした製品を東スイスの商
人に届ける役割を担ったが、農家内職者に支払
う賃織り代金はオーストリアの通貨であり、仲
介手数料は東スイスの商人から完成品を届けた
際にフランで受け取った。つまり、内職者に払
う賃織り代金のための資金を事前に持っている
必要があったし、仲介者として必要な文字や数
字に関するリテラシーを備えていなければなら
なかった。しかも製品検品能力も必要だった。
19世紀初めには大規模化したフェルガーも現れ
ていたが、彼らはフォラールベルクのラインター
ルに位置するいくつかのゲマインデの名望家層
に属していた。

フェルガーの中で企業家精神を持っていた人
たちは、量産用の刺繍機械が開発されるとこれ
を自前の工場に設置してファブリカントになっ
た。彼らの中から、東スイス特にザンクトガレ
ンの輸出商に依存せずに独自に輸出販路を開拓
する者も現れた。しかし、圧倒的多数の刺繍織
企業は、輸出商やファブリカントから材料を支
給されて家族だけで生産のみに従事し、賃織り
代金を受け取るローンシュティッカーだった。
ローンシュティッカーは東スイスの方がフォ
ラールベルクよりも圧倒的に多かった。

フォラールベルクのファブリカントやローン
シュティッカーは、居住する各ゲマインデ単位
で協同組合的な組織を1880年代に結成した。こ
れらは1885年に東スイスのローンシュティッ
カー・ファブリカント・輸出商とともに刺繍織
工業中央連合を結成した。フォラールベルクの
ローンシュティッカーは景気の調節弁としての
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役割を担わされたが、たとえスイスからの刺繍
織輸出が不況のために、さらに世界大恐慌のた
めに減少したとしても、東スイスとフォラール
ベルクとの間での刺繍織加工貿易は継続した。
しかし、輸送ルートとなっていたアルペンライ
ン川の橋が東スイスのローンシュティッカーた
ちによって封鎖されたが故に1934年をもってそ
れが消滅したとする説がある一方で、第２次世
界大戦時にまで継続したとする説もある。

景気の変動にも拘わらずフォラールベルクの
ローンシュティッカーを含む刺繍織企業が存続
し得たのは、彼らが兼業農家として生存に必要
な食料品をある程度自給できたからである。そ
のことはフォラールベルクだけでなく、東スイ
スの農村部に居住していたローンシュティッ
カーにも当てはまるであろう。

したがって、ルステナウは1860年代末から
1930年代半ば頃まで、刺繍織という地場産業の
独自産地だったわけではなく、都市ザンクトガ
レンを中心とする東スイスとフォラールベルク、
さらにボーデン湖に近いドイツの領域も含めて、
刺繍織という産業に特色を持つかなり広大な地
理的広がりの一部分だったと理解するのが妥当
である。刺繍織機械を開発生産する企業はスイ
ス側にあったし、遠く離れたドイツのザクセン
王国にもあったが、フォラールベルクにはなかっ
た。

ただし、フォラールベルクのラインタール中
部の幾つかのゲマインデが協力して、独自性を
持つ一体的な産地へと発展しようとする動きが
あった。それは国立刺繍織専門学校がドルンビ
ルンに設立されたことに表れている。またルス
テナウの有力ファブリカントの中にはザンクト
ガレン商人への依存から脱却する者も19世紀末
から現れた。ルステナウにはフォラールベルク

最大の刺繍織ファブリカントが立地しただけで
なく、他のゲマインデよりも多くのファブリカ
ントとローンシュティッカーが活動していたの
で、遅くとも1880年代以降においてこの場所が
フォラールベルクの中での刺繍織生産の中心を
なしていたことは確かである。

付記：本稿は2019～24年度に日本学術振興会科学研
究費基盤研究（C）（一般）の助成を得て実施した

「エコ社会的市場経済原則の下での「場所に関する
戦略的経営」の経済地理学的研究」（課題番号
19K01191）による研究成果の一部である。

注

1 ）	 ３名はルステナウを村と表現しているが、彼ら
が現地調査した時点で既にルステナウは町と表現
できるゲマインデ即ち基礎的地方自治体だった。そ
れはルステナウが1902年にフランツ・ヨーゼフ皇帝
によって「マルクトゲマインデ（Marktgemeinde）」
即ち市

い ち ば ま ち

場町へと昇格されたからである（https://
www.lustenau.at/de/leben-in-lustenau/lustenau-

portrait/geschichte　2026年６月30日閲覧）。彼ら
がルステナウを村と表現したのは、そこで生まれ
育ち、彼らを案内してその略史と1970年前後の状
況を解説したモイスブルガーが、自身の故郷をド
ルフ（Dorf）即ち村と表現したからであろう。後
にハイデルベルク大学教授となったモイスブル
ガーは、2000年代においてもなお筆者に対してル
ステナウを村と表現していた。彼がなぜそう表現
したのか推測するしかないが、19世紀後半に入る
頃まで貧しい村だったという歴史と、インスブルッ
ク大学在籍期においてもなお、中心部を除けば村
と表現できる家屋畑地景観をルステナウの大部分
が呈していたからと考えられる。ちなみにルステ
ナウ歴史文書館のホームページから1826年から
2008年までの年次を異にするルステナウの地図７
枚を閲覧できるので、これで確認すると2008年時
点でも中心街のカイザー・フランツ・ヨーゼフ通
りとマリア・テレージア通りであっても建物の連
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坦が余り認められない（https://www.lustenau.at/
de/freizeit/kultur/historisches-archiv/material-zur-

geschichte-lustenaus　2025年７月20日閲覧）。しか
し筆者が2016年に現地を徒歩で観察したところ、
市場広場を境にして上記２つの連続する通りには
商業施設が立ち並んでおり、シャッター通りでも
なく、明らかに都市的様相を呈していた。しかし、
裏通りに入ればかなり広い庭園が個別の建物に付
属しており、言うなれば田園都市的景観を呈する
部分が多かった。なお、Vorarlberg を３名共に
フォーラルベルクと表記しているが、筆者がモイ
スブルガーや他の現地育ちの識者、そしてテレビ
ニュースでのアナウンサーの発音を確認したとこ
ろ、フォラールベルクと表記するのが妥当である。

2 ）	 ３名の現地調査は、それぞれの論攷の末尾で謝
辞を記していることから明らかなように、モイス
ブルガーの案内と、同行した京都大学助教授（当
時）浮田典良による支援によって可能になった。
モイスブルガーは英語が堪能なので３名に対して
基本的に英語で解説したと推定されるが、ドイツ
語で表現されたことやドイツ語文献の解読につい
ては浮田の支援によったと推定される。こう推定
できるのは、３名の論文に記されているドイツ語
には誤記が比較的多く散見されるからである。

3 ）	 彼らの論文の間にみられる違いの一つに工業名
称がある。井出が「ス

マ マ

ティッケライ工業」という
用語で刺繍生産を表現する一方で、日本での産業
分類の実態も考慮してレースも含めて刺繍レース
と表現し、フォラールベルク州内での地理的分布
を３枚の地図で示し、 それぞれに「1946年
フ

マ マ

ォーラルベルクのレース工業分布」、「1952年　
フ

マ マ

ォーラルベルクの鎖結びレース工業の分布」、
「シフリーマシンの分布（1969、10現在）」という
タイトルを付した（井出 1970: 29-31）。これに対
して竹内（1974: 67）は「Vorarlberg 州の Stickerei

の場合には一般にレースと呼ばれる製品を広く生
産している」と述べ、論文中では Stickrei 工業と
表現する一方で、井出が提示した３枚の分布図と
類似する分布図を、ただし記号の種類を変えて提
示しているが、例えば「鎖結びレース生産者の分
布（1956年）」というタイトルをつけるなど、井出

とは微妙に異なる表現をしている。他方、板倉は
一貫して刺繍工業と表現しているが、井出が作成
した図の１枚を修正して、「フ

マ マ

ォーラルベルクのシ
フリー・マシン分布図」というタイトルで掲載し
ている。どのような修正を施したのかについては
明確に書かれていないが、シフリーマシンが多く
設置されているゲマインデの名称を書き換えてい
る場合が幾つかある。上記３名の中で地理的分布
図作成のために利用した資料名を明記しているの
は井出だけである。また３名が利用したルステナ
ウ、フォラールベルク、そしてオーストリア全体
の刺繍織・レース工業に関する資料はモイスブル
ガーから得たものだが、その資料の正確な名称記
載の不備という問題もある。

4 ）	 井出・竹内・板倉が刺繍ないしレースに工業と
いう文字を付加しているのに対して、黒澤は「刺
繍業」と表現している。自然界から抽出されたも
のであれ、人が作り出したものであれ、なんらか
の原材料を加工して形あるものにする営みはたと
え手作業によるとしても工業と表現して差し支え
ないが、「刺繍業」と表現したのは量産ではなくク
ラフト的生産であることを示唆するため、と解釈
できる。

5 ）	 黒澤（2002）はオーストリア人による文献とし
て Nägele（1949）と Weitensfelder （1991）も利用
しているが、彼自身の研究目的の故に20世紀半ば
頃以降のフォラールベルクの繊維工業とその一部
である刺繍織・レース工業の発達については論じ
ていない。

6 ）	 本稿で刺繍織・レース工業と表現するのは以下
のような背景があるからである。井出（1970：
26-27）は刺繍とレースの各意味を『広辞苑』や日
本での工業分類などに依拠して解説しているが、
最終的にこの２つの商品を同一視し、1970年前後
にルステナウで生産されていた商品をレースと表
現している。他方、竹内は井出の考えに概ね沿っ
てはいるが Stickerei（シュティッケライ）という
ドイツ語の商品名をそのまま用いている。しかし
板倉は一貫して刺繍と表現している。これらに対
して黒澤（2002: 110）は刺繍を意味するドイツ語
が Stickerei であるのに対して、レースを意味する
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ドイツ語が Spitzen（シュピッツェン）であると述
べ、刺繍とレースとは本来異なることを指摘しつ
つも、その区別が曖昧になったと注記している。

		  確かに、20世紀半ば過ぎのフォラールベルクにお
ける産業の実態を部門別に詳細に記録した『フォ
ラールベルク商業会議所百年史』では Stickerei と
Spitzen とは素人の眼からすれば同一に見えるが、
専門家や賢い女性は明確に区別すると述べている

（Kammer der gewerblichen Wirtschaft für Vorarlberg 

1952: 180）。これによれば、「あらゆる刺繍の前提
条件は織物（Gewebe）であって、これに何らかの
方法で針と糸とで装飾することを刺繍は意味する
が、レース（Spitzen）は撚糸を織りあげる作業に
よって精巧な織物をかたちづくることであり、そ
れゆえレースは仕上げ加工（Veredelung）を必要
としないが、刺繍はそれを必要とする」とのこと
である。

		  Veredelung とは、精製あるいは洗練を意味する。
繊維工業については、素材や一応完成した商品に
対して化学的・技術的な加工工程を施すことに
よ っ て、 その品質を高めることを意味する

（https://massgestickt.de/blog/textilveredelung/　　
2025年７月６日閲覧）。Nägele （1949: 85-93）には

「精製工業（Die Veredelungsindustrie）」という章
が設けられており、漂白（Breichereien）、染色

（Färbereien）、捺染（Druckereien）、光沢を施すこ
とも含む仕上げ加工（Appreturen）をその用語が
意味する、とその85頁に記されている。

		  また、Kammer der gewerblichen Wirtschaft 

für Vorarlberg （1952: 184-201） では刺繍織工業
（Stickereiindustrie）の実態が A４版１頁２段組み
で非常に詳しく扱われているのに対して、レース
生産については Klöppelspitzenerzeugung（レース
編み生産）というタイトルで同書の180～184頁に
おいて比較的簡略に扱われている。Stickerei には
Industrie という単語を付加しているのに対して
Spitzen に対しては Klöppel（糸巻棒）という用語
を前に付し、Erzeugung（生産）という単語を後
に付加している。それは、Industrie が機械を用い
た工場生産であるのに対して、レース生産は職人
的な手工業生産であることを意味していたからで

あると考えられる。
		  しかし、2010年代における筆者の現地観察や

Hessenberger （2016）によれば、現在のルステナ
ウで生産されているシュティッケライは、布地に
何らかの模様を糸と針で施すというものではなく、
多数の針を装備した機械で糸から織りあげた薄地
の布、即ち織物が主流をなしており、西アフリカ
諸国を主たる市場とするアフリカンレース（African 

Lace）とも表現されている。そこで本稿では、シュ
ティッケライを刺繍織・レースと表現することに
した。ただし本稿のために検討したドイツ語文献
では Stickerei という用語のみを用いているので、
文脈に応じてレースという用語を省く場合がある。
なお、定評ある現代ドイツ語辞典である Wahrig 

（1975: 3534） によれば、本来 Stickerei という単語
は製品を意味するとともに、刺繍生産という仕事
も意味する。筆者の現地での会話経験によれば、
そこから転じて刺繍織・レースを生産する事業所
ないし企業も意味すると考えられる。

7 ）	 この人物は、スイスのザンクトガレン商業管理
局 （das Kaufmännische Directorium） の事務局長で
経済史家でもあり、ザンクトガレンの産業発達史
に関する古典であるWartmann （1875） を著わした。
フォラールベルクをテクスティールラントと命名
し、その繊維工業発達史を描いた Nägele（1949: 

7-8） はその古典に匹敵するフォラールベルクの繊
維工業発達史に関する書籍がないことを残念に思
い、その欠落を埋めるべく自ら『繊維のくに　フォ
ラールベルク （Textilland Vorarlberg）』を出版した
と述べている。ザンクトガレン商業管理局は対外
商取引に関する業務を単にザンクトガレンのため
だけでなく、スイス全体のために行なうとともに、
商業に関する法的土台の確立に貢献した。他方に
おいてザンクトガレンのファブリカントや企業家た
ちは1875年にザンクトガレン商工業協会（Handels- 

und Industrieverein St. Gallen） を設立した。この組
織は外国との自由な商業活動の推進を目的とし、
それに関する法律制定にも影響力を発揮すべく活
動した。上の２つの組織は1991年に合併してザン
クトガレン・アッペンツェル商工会議所（Industrie- 

und Handelskammer （IHK） St.Gallen-Appenzell）
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となった。商業管理局の設立よりもはるか前の1466
年にザンクトガレンの商人たちの活動を支援する
組織としてノーテンシュタイン協会（Gesellschaft 

zum Notenstein）が既に設立されていた。これは
商業管理局の前身とみなしうる。それ故、ザンク
トガレン・アッペンツェル商工会議所はスイス最
古の商工会議所であり、おそらく欧州最古である
と言われている。以上の情報は同会議所のホーム
ページ（https://www.ihk.ch/geschichte/　2025年
６月18日閲覧）による。

8 ）	 井出（1970）は鎖結びと和訳し、竹内（1974）
と板倉（1975）はそれに倣っている。

9 ）	 フォラールベルクでの工場制綿紡績工業は既に
1850年代に出現していたし、その後、綿織物製造
も含めて綿工業の工場は少なからず設立され、そ
の中心となったドルンビルンはラインタールのマ
ンチェスターと呼ばれたほどである（Fessler und 

Matt 2023、Vorarlberg ORF.at 6.5.2023）。フォラー
ルベルク最大の綿工業企業の基礎を築いたフラン
ツ・マルティーン・ヘンメルレ（Franz Martin 

Hämmerle）は水力を利用できるドルンビルンの山
間部の谷に綿織物工場を1846年に建てたし、1864
年には綿紡績工場も同じドルンビルンの別の谷に
建てて操業を開始した（Land Vorarlberg 2005: 

136）。後者の工場では1867年に男性52名、女性42
名が工員として働いていた（Fessler und Matt 2023: 

16）。黒澤によるフォラールベルクの繊維工業の性
格づけは刺繍織・レース製造だけに着目したもの
と言わざるを得ない。

10）	 この研究書の著者は、その著者紹介によれば当時
ウィーン技術博物館に勤務していたが、現在ウィー
ン大学経済社会史研究所 （Institut für Wirtschafts- 

und Sozialgeschichte an der Universität Wien） の講
師である （https://wirtschaftsgeschichte.univie.ac.at/
en/people/lecturerssenior-lecturers/weitensfelder-

hubert/　2025年７月21日閲覧）。
11）	 カール・ガナールの事蹟についてはKolb （1952）

が詳しい。その要旨については山本 （2024: 431） を
参照されたい。

12）	 クリスティアン・ゲッツナーはフェルトキルヒ
の東南方向に位置するザットアインス（Satteins）

の農家で誕生し、成長した。彼の生家はカール・
ガナールの父親であるヨハンヨーゼフ・ガナール

（Johann Josef Ganahl）の委託で手作業での綿糸生
産を副業として営んでいた（Land Vorarlbeg 2005: 

126）。ゲッツナーに関するより詳細なことは山本 

（2024: 237-239） を参照されたい。
13）	 この学校は現在の連邦技術後期中等教育学校ド

ルンビルン校 （Höhere Technische Bundeslehr- und 

Versuchsanstalt Dornbirn、略称 HTL Dornbirn） の
前身である。

14）	 次のウェブサイトから各種の情報を入手できる。
https://s-mak.at/　   
https://www.sticker.at/  　 
いずれも2025年７月20日閲覧。

15）	 筆者は Nägele （1947） と Nägele （1949） のどち
らもフォラールベルク州立図書館で閲覧したが、
前者は比較的コンパクトな書籍なので全文を閲覧
できたが、後者は筆者のフォラールベルク滞在期
間の短かさの故もあってその一部分しか閲覧でき
なかった。

16）	 ちなみにヘルマン・ヴァルトマンは1835年にザ
ンクトガレンで誕生し、チューリヒ、ボン、ゲッ
ティンゲンの各大学で歴史学と文献学を学び、
チューリヒ大学で博士学位を取得した後に、ザン
クトガレン市議会やザンクトガレン商業管理局の
書記として勤務し、ザンクトガレン市、ザンクト
ガレン州、スイス国会上院の議員も務めたことの
ある人物である。さらにザンクトガレン州歴史学
協会やスイス歴史学協会の役員も務めたことがあ
る（Historisches Lexikon der Schweiz による　
https://hls-dhs-dss.ch/de/articles/004035/2024-

08-16/　2025年４月２日閲覧）。ザンクトガレンの
商工業史に関する著作（Wartmann 1875）は第１
級の研究書として知られている。

17）	 Historisches Lexikon der Schweiz　https://hls-

dhs-dss.ch/de/articles/013963/2012-03-23/　2025
年６月23日閲覧。

18）	 Historisches Lexikon der Schweiz　https://hls-

dhs-dss.ch/de/articles/001309/2010-08-19/　2025
年６月23日閲覧。

19）	 板倉（1975: 19、1978: 295）は、輸出業者とロー
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ンシュティッカー（Lohnsticker、即ち機械を用い
て賃織で刺繍を生産する小規模企業）とを仲介す
るフェルガーマイスター（F

マ マ

ergermeister）がいる
と述べ、証券取引所における才取に似たような存
在であろうと記した。本文で述べるように、もと
もとフェルガーとは資格を持つ職人を意味する用
語ではないので、これにマイスターという用語を
付すことはかつてなかったと考えられるが、板倉
は現地調査をした際にその言葉を聞いたものと推
測される。ただし Heinzle （2018: 33）によれば、

「フェルガーマイスターは、独立した企業家だった
かつてと対照的に、いわゆるローンシュティッ
カーに依頼する刺繍織輸出企業の職員として商品
の集荷と品質管理の権限を持ち、今日でもなお荷
物の引き渡しをしている」とのことである。フェ
ルガーの手数料は23% から33% の間にあったと
Brüstle （1965: 20-21） に依拠して Heinzle （2018: 

33）は述べている。つまり、かつてのフェルガー
は仲介手数料を得るという意味で才取に類似して
いたかもしれないが、運送業者でもあったので才
取とは異なるし、板倉が調査した頃のフェルガー
マイスターはもはや独立した事業者ではなく、刺
繍織輸出企業やファブリカント（工場での機械織
を営む企業経営者）に雇用されていたと理解する
のが妥当である。

20）	 東スイスやフォラールベルクで、刺繍織・レー
ス製造のための機械を複数台所有し、たとえ小規
模であっても工場も所有して自身が生産材料を購
入し、自身の責任で刺繍織を生産して販売する企
業経営者のことをファブリカントと称する。その
中には輸出業務まで行なう者がいた。そのことを
井出、竹内、板倉はファブリカン（Fabrican）と
表記している。他方、刺繍織機械を１～２台しか
所有せず、刺繍織のための素材を自ら購入するの
ではなく、輸出業者あるいはファブリカントから
預かって家族だけで賃織りをする業者のことを
ローンシュティッカーと呼ぶ。

21）	 具体的には以下の村々や都市の名称が挙げられ
ている。ヘーヒスト、ガイサウ（Gaißau）、 フーサ
ハ（Fußach）、 ハルト（Hard）、 ブレ ー ゲンツ

（Bregenz）、ローハウ（Lochau）、ヘールブランツ

（Hörbranz）、ビルトシュタイン（Bildstein）、ラウ
テラハ（Lauterach）、ヴォルフルト（Wolfurt）、
シュヴァルツァハ（Schwarzach）、ドルンビルン

（Dornbirn）。
22）	 ランゲン（Langen）、ズルツベルク（Sulzberg）、

リーフェンスベルク（Riefensberg）、アルバーシュ
ヴェンデ（Alberschwende）が挙げられている。

23）	 ズィブラーツゲフェル（Sibratsgefäll）、ヒッティ
ザウ（Hittisau）、リンゲナウ（Lingenau）、クルム
バハ、ランゲネク（Langenegg）、エク（Egg）、ア
ンデルスブーフ（Andelsbuch）、シュヴァルツェン
ベルクが挙げられている。

24）	 ショッペルナウ（Schoppernau）、アウ（Au）、
シュネプファウ（Schnepfau）、メラウ（Mellau）、
ロイテ、 ビ ー ツ ァ ウ（Bizau）、 ベ ー ツ ァ ウ

（Bezau）、バイエン（Beien bei Schwarzenberg）が
挙げられている。

25）	 この文献には各頁にページ番号が印刷されてい
ないが、当該記述の個所を表紙から数えて頁番号
を同定した。

26）	 https://www.hoh.at/firmengeschichte　　2023
年９月23日取得。ちなみに、筆者が2023年９月に
訪問したルステナウの刺繍織・レース企業はHofer 

Hecht Stickereien である。Hecht とはカワカマス
のことであり、ルーペルト・ホーファーの岳父が
経営していた飲食店の名物料理の素材だったと推
定される。上記の刺繍織・レース生産企業のロゴ
マークにはカワカマスの絵が用いられている。こ
の企業の現在の正式名称は Dr. Josef Hofer GmbH

（ヨーゼフ・ホーファー博士有限会社）である。
ヨーゼフは第３代目の社長である。

27）	 アルトシュテッテンとは、ルステナウからさほ
ど遠くないアルペンライン川左岸に位置する小都
市であり、ザンクトガレン州に属する。

28）	 https://austria-forum.org/af/Wissenssammlungen/ 
Essays/Historisches_von_Graupp/LUSTENAUS_ 
STICKEREI　　2025年７月４日閲覧。このウェブ
サイトはルステナウにおける刺繍織工業の発展を
簡潔に記載したものである。このウェブサイトに
は記述の典拠として次の文献を挙げている。
QUELLE: Gemeinde Blatt Lustenau, 31 Oktober 
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1886, S 3, Feldkirchner Zeitung 6. Februar 1892, S 2, 

19. Februar 1892, S 1, Werbebilder。このウェブサイ
トではエドゥアルト・アルゲがルステナウの村長

（Bürgermeister）を務めたと記されているが、ル
ステナウの「家族名簿（Familienbuch）」によれば、
村会（Gemeindeausschuß）によって選任される村
の代表（Vorsteher）を1896年から1899年までの３
年間務めたと記されている。　https://lustenauer-

familienbuch.at/Varia/Rathaus.html　2025年７月４
日閲覧。

29）	 https://austria-forum.org/af/AustriaWiki/Bunde 
shandelsakademie_und_Bundeshandelsschule_Lustenau　　
2025年８月３日閲覧。この学校は後に連邦立となっ
た。このウェブサイトでの記述の典拠は BHAK/
BHAS Lustenau （Hrsg.）: Festschrift 100 Jahre 

Handelsschule Lustenau. Lustenau März 2004である
とされている。

30）	 https://suche.vorarlberg.at/vlr/vlr_gov.nsf/0/BE17F
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〔九州大学名誉教授〕

初校を終えての追記

本稿の初校をほぼ終えた後に、インターネットで Hermann Wartmann （1875） Industrie und Handel des Kantons 

St. Gallen auf Ende 1866. In geschichtlicher Darstellung. Herausgegeben vom kaufmännischen Directorium in St. Gallen. 

Bearbeitet von Hermann Wartmann の全文がデジタル化されていて閲覧できることに気がついた。それは、ドイ
ツのデジタル図書館（Die Deutsche Digitale Bibliothek）が原書を所蔵しているバイエルン州立図書館の協力を得
てデジタル化したものであり、後に示す URL から閲覧できる。原書はラテン活字体ではなくドイツ活字体（い
わゆる亀甲文字）で印刷されているが、デジタル図書館のウェブサイトで容易にラテン活字体に変換してくれ
る。とはいえ、その変換が原本印刷不鮮明などの故に間違っている場合もあるので注意が必要である。

この点はともかくとして、Wartmann （1875）のどのページに、本稿で紹介したゴンツェンバハ家によるフォ
ラールベルクへの刺繍織という仕事の導入に関する記述があるのか調べたところ、100〜102頁であることが分
かった。それを読むと、Winsauer（1965: 44）の引用記述がほぼ正確であることを確認した。ただし、カウア神
父が住んでいた集落は Reute と Wartmann （1875: 100）に記されていた。その意味では Linder （1956: 12）の引用
が正確だったことになる。しかしこの点を別とすれば、Winsauer による Wartmann （1875: 100-102）からの長い
引用文は全体として正しく、それを受けての Winsauer が提示した疑問も当然と判断できる。ただし、その引用
された原文は連続した文章ではなく、端折られた部分がある。その端折られた一節に、1853年にゴンツェンバ
ハ家がフォラールベルクに東インド製のモスリンを送ったという一文を含む文章の後で改行して、ザンクトガ
レンで最初に刺繍織がなされるようになったきっかけについてはさまざまな伝承があり、信頼できるとは限ら
ないと Wartmann （1875: 100）自身が述べている部分がある。

とはいえ、フォラールベルクという地名を明記して1753年にここでも刺繍織が開始された可能性のあること
を Wartmann （1875: 100, 102）は述べていると解釈できる。ただしブレーゲンツァーヴァルトという地名は記さ
れていない。Wartmann （1875: 102）では、まずサンクトガレンで刺繍織がなされ、フォラールベルクよりも近
いところにこの仕事が伝わり、そしてフォラールベルクからシュヴァーベンに刺繍織の仕事が伝わったという
趣旨のことが述べられている。フォラールベルクよりも近いところとはアッペンツェルであろう。
https://www.deutsche-digitale-bibliothek.de/item/7OHPPH62SI3Z3A4PHQHWBNWCFPWFXPLC　2025年８月19

日閲覧。
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Development of Embroidery Industry  
in Vorarlberg, Austria

―Focused on Its Origin as well as on the Era of Industrialization in Vorarlberg―

Kenji YAMAMOTO 

The purpose of this paper is to re-investigate the origin of embroidery production in Vorarlberg, Austria, and 

its development in the era of industrialization.  Although some Japanese scholars wrote articles about it, we can 

find inconsistency among their respective descriptions.  Therefore, the present author re-investigates the devel-

opment of that industry in Vorarlberg on the basis of articles written by Vorarlberg’s intellectuals (Nägele 1947, 

1949; Winsauer 1965, 1967, 1978; Heinzle 2018), documents of industrial associations in Vorarlberg, and academic 

articles by a professional historian in Austra, namely Weitensfelder (1999, 2001), who investigated the industrial-

ization in Vorarlberg on the basis of historical materials at the Landesarchiv Vorarlberg.  Even among these Austrian 

scholars, we must find some inconsistency in respect of epoch-making years of the development of embroidery 

production in Vorarlberg.  Therefore, the present author has noticed the original historical materials, on the basis 

of which the Austrian scholars described its development.

As a result of the critical re-investigation, it is clear that the production of embroidery was diffused about the 

middle of the 18th century from Eastern Switzerland.  But it is not impossible to identify the precise year of the 

diffusion of the skill for embroidery.  Although it is also difficult to identify the precise year of the first operation of 

Handstickmaschine or the symbolic machine of the industrialization or mass production of high-quality embroidery, 

it is sure that the industrialization began either at the end of the 1860s or in the 1870s, because all the Austrian 

intellectuals mentioned above referred to the year either of 1867 or of 1868 or of 1869 as the first Handstickmaschine 

in Vorarlberg.

It is important to pay attention to the role of the so-called Fergger or carriers with the function of brokerage 

for the industrialization of embroidery production in Vorarlberg.  Fergger transported materials for embroidery 

from Eastern Switzerland to Vorarlberg and the final products from Vorarlberg to Eastern Switzerland.  They 

played the key-role in the processing trade between Vorarlberg and Eastern Switzerland, area of which is com-

prised from three cantons, namely St. Gallen, Appenzell (Ausserrhoden as well as Innerrhoden) and Thurgau.  Fergger 

must have had literacy and elementary knowledge of accounting at least and must have had monetary asset, 

because they paid wages in Austrian currency to the embroiderers in Vorarlberg before receiving commission fee 

in Swiss Franc from Swiss Fabrikanten (factory-owning managers) and exporting merchants.

Some Fergger could become independent Fabrikanten and exporting merchants of embroidery so early as 

1880s and 1890s.  This process advanced at some Gemeinden or municipalities on the Rhine valley.  Among these 

places, Lustenau was most important, because the first and the largest Fabrikant appeared in this village and about 

twenty Fabrikanten as well as a large number of Lohnsticker operated Handstickmaschinen already in the year 

1880 at this village.  Lohnsticker owned one or two embroidery machines for mass production, but they could 

operate their own machine only as subcontractors of Fabrikanten or exporters.  However, this industry was not 

concentrated in Lustenau, although its share was largest among the municipalities in Vorarlberg.  Not only this 

place but also its neighboring towns and villages on the Rhine valley led the industrialization of embroidery within 

Vorarlberg.  However, no machine makers for embroidery were born in Vorarlberg.  Both Fabrikanten and 

Lohnsticker in this Land or country used embroidery machines produced either in Eastern Switzerland or in 
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Saxony of Germany.  However, Lustenau stood out and became prosperous.  Its population also grew so rapidly 

that the Austrian Emperor certified it as a market town in the year of 1902.

But a large number of the so-called Lohnsticker in Vorarlberg were dependent on the Swiss Fabrikanten and 

exporting merchants until the beginning of the 1930s, because the volume of export of embroidery was much more 

from Eastern Switzerland than from Vorarlberg.

(Professor Emeritus of Kyushu University)


